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＊�
こ
れ
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
五
月
二
一
日
に
、
北
大
民
事
法
研
究
会
お
よ
び
北
大
民
法
理
論
研
究
会
が
共
催
し
た
、
田
中
宏
治
教
授

（
千
葉
大
学
）
の
講
演
お
よ
び
討
論
の
記
録
で
あ
る
。

紹
介

林
誠
司
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
本
日
は
、
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
の
田
中
宏
治
先
生
を
お
迎
え
し
、
ド
イ
ツ

の
売
買
法
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。本
題
に
入
る
前
に
、私
か
ら
田
中
先
生
の
御
略
歴
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
の
レ
ジ
ュ
メ
の
冒
頭
に
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
田
中
先
生
は
一
九
九
一
年
三
月
東
京
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学
院

法
学
政
治
学
研
究
科
へ
進
学
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
大
阪
大
学
法
学
部
助
手
に
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
阪
大
学
法
学
部
助
教
授
と

な
ら
れ
た
一
九
九
九
年
に
、ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
の
長
期
奨
学
生
と
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
の
修
士
課
程
に
ご
入
学
さ
れ
、

二
〇
〇
一
年
二
月
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
修
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
帰
国
後
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
千
葉
大
学
大
学
院
専
門

法
務
研
究
科
教
授
に
着
任
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
現
職
に
就
か
れ
て
い
ま
す
。

　

後
に
先
生
か
ら
も
お
話
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
ご
自
身
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
研
究
テ
ー
マ
は
、「
代

償
請
求
権
と
履
行
不
能
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
先
生
が
一
九
九
八
年
に
阪
大
法
学
に
公
表
さ
れ
た
ご
論
文
は
、
こ
の

度
の
民
法
改
正
に
よ
る
四
二
二
条
の
二
の
制
定
に
あ
た
り
、『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅱ
─
─
契
約
お
よ
び
債
権
一
般
（
一
）』（
商
事
法

務
、
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
学
術
論
文
と
し
て
唯
一
引
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
は
、
信
山
社
か
ら
、
そ
の
名
も
『
代
償

請
求
権
と
履
行
不
能
』
と
い
う
研
究
書
を
刊
行
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
、
私
の
手
元
に
あ
る
こ
ち
ら
の
本
で
す
（
と
本
を
示
す
）。
本

学
の
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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先
生
の
も
う
一
つ
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
本
日
の
ご
報
告
に
関
連
す
る
売
買
法
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
も
今
年
（
二
〇
二
一
年
）
の

二
月
に
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
と
い
う
研
究
書
を
、
信
山
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
時
代
の
指
導
教
員
は
、
日
本

で
も
民
法
や
民
事
訴
訟
法
の
分
野
な
ど
に
お
い
て
名
高
い
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ト
（D

ieter Leipold

）
先
生
で
す
が
、
こ
の
『
ド
イ
ツ
売

買
論
集
』
は
、
先
生
と
ラ
イ
ポ
ル
ト
先
生
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
本
の
執
筆
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
の
「
序
章
─
─
上
梓
の
経
緯
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
先
生
と

ラ
イ
ポ
ル
ト
先
生
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
の
先
生
方
と
の
交
流
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に
先
生
が
夏
休
み
や
春
休
み
に
ド
イ
ツ
を
訪
れ
、

ラ
イ
ポ
ル
ト
先
生
な
ど
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
す
る
様
子
は
、
先
生
の
研
究
生
活
の
充
実
ぶ
り
を
伝
え
る
く
だ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、「
ド
イ
ツ
売
買
法
の
現
在
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
報
告
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
吉
田
先
生
、
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
田
邦
彦
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
民
法
の
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
福
島
か
ら
参
加
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
福
島
に

も
田
中
先
生
の
本
を
持
参
し
て
、
今
日
参
加
し
て
お
り
ま
す
（
と
二
冊
の
本
を
示
す
）。

　

先
輩
後
輩
の
気
安
さ
か
ら
「
田
中
君
」
と
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
今
日
ご
列
席
の
瀬
川
先
生
は
私
の
一
〇
歳
年
上
の
大
先
生
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
私
は
、
田
中
君
は
も
っ
と
年
下
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
丁
度
私
よ
り
一
〇
年
下
、
私
は
一
九
八
一
年
卒
で
彼
は
一
九
九
一
年
卒

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
瀬
川
先
生
と
私
と
で
は
問
題
意
識
も
か
な
り
近
い
よ
う
に
自
覚
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
田
中
君
は
、
─
─
林

君
の
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
─
─
お
そ
ら
く
東
大
系
列
で
は
最
も
ド
イ
ツ
法
に
習
熟
し
て
、
近
年
も
千
葉
大
学
の
紀
要
に
立
て
続
け
に
論

文
を
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
が
、
ご
く
最
近
出
ま
し
た
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
と
い
う
本
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

平
井
先
生
と
色
々
雑
談
を
し
て
い
て
、
田
中
君
の
こ
と
を
聞
く
機
会
は
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
瀬
川
先
生
と
の
一
〇
年
と
違
っ
て
、
田

中
君
と
の
一
〇
年
は
、─
─
彼
は
ご
覧
の
よ
う
に
童
顔
な
も
の
で
す
か
ら
も
っ
と
若
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
─
─
、か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
の
で
す
。
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他
方
で
、
彼
の
論
文
集
の
四
頁
を
見
ま
す
と
、
千
葉
大
学
で
の
「
学
期

最
後
の
授
業
が
終
わ
る
と
ド
イ
ツ
行
き
の
便
に
飛
び
乗
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
空
港
に
降
り
立
つ
と
、
乾
い
た
空
気
が
全
身
を
包
み
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
気
持
に
な
る
」
云
々
と
続
い
て
い
っ
て
、
非
常
に
ド
イ
ツ
民
法
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

今
回
新
学
期
の
お
忙
し
い
と
き
に
「
ち
ょ
っ
と
お
願
い
ね
」
と
頼
ん
だ

ら
直
ぐ
引
き
受
け
て
く
れ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
際
に
、
①
ド
イ
ツ

民
法
・
ド
イ
ツ
債
務
法
の
面
白
さ
を
是
非
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
、
と
い

う
こ
と
、
②
も
う
一
つ
は
、
や
は
り
平
井
先
生
と
の
関
わ
り
も
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
今
回

は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
詳
細
な
レ
ジ
ュ
メ
も
出
し
て
き
て
下
さ
っ
て
、
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
あ
れ
こ
れ
言
う
の
も
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
早
速
田
中
君

の
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
本
当
に
今
日
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田中宏治教授のオンライン研究会風景（2021年5月21日 撮影吉田邦彦）
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講
演

田
中
宏
治
（
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
）
は
い
。
田
中
で
す
。
只
今
、
林
先
生
、
吉
田
先
生
か
ら
ま
さ
に
身
に
余
る
ご
紹
介
を
い
た

だ
き
、
大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
先
生
か
ら
当
初
こ
の
報
告
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
き
に
は
、
気
楽
に
、
中
堅
・
若

手
の
研
究
者
向
け
に
と
い
う
こ
と
を
承
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
画
面
を
拝
見
し
ま
す
と
、
目
上
の
藤
原
先
生
、
あ
る
い
は
目
上
と

言
う
よ
り
も
さ
ら
に
雲
の
上
と
言
う
べ
き
瀬
川
先
生
も
ご
参
列
下
さ
っ
て
い
て
、予
想
外
の
こ
と
で
、大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、予
定
通
り
、

用
意
致
し
ま
し
た
報
告
原
稿
に
沿
っ
て
、
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
と
思
い
ま
す
。

一 

は
じ
め
に

（
一
）
趣
旨

　

ま
ず
、こ
の
報
告
は
、─
─
先
程
、林
先
生
と
吉
田
先
生
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ
画
面
越
し
に
ま
で
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
─
─
拙
著
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』

（
信
山
社
、
令
和
三
年
二
月
）
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
民
法
学
上
の
「
売
買
」
に
関
す
る
論
文
集
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
と
り
わ
け

ド
イ
ツ
新
債
務
法（
二
〇
〇
二
年
施
行
）を
考
察
す
る
も
の
で
す（「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
」と
言
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、ド
イ
ツ
民
法
の
債
務
関
係
法
、

日
本
で
言
う
債
権
編
に
相
当
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
）。

（
二
）
経
緯

　
（
ａ
）
以
前
の
経
緯

　

こ
の
研
究
会
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
直
接
の
、
吉
田
先
生
か
ら
の
経
緯
は
次
に
お
話
し
致
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
お
方
々
が
い
な
け
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れ
ば
、
本
報
告
は
実
現
し
な
か
っ
た
お
二
人
の
先
生
方
の
ご
学
恩
に
対
す
る
謝
意
を
表
す
る
こ
と
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
思
い

ま
す
。

　

第
一
に
、民
事
法
研
究
会
の
発
起
人
で
あ
ら
れ
ま
す
五
十
嵐
清
先
生
（
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
五
月
一
二
日
～
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

九
月
一
二
日
）
は
、（
私
の
─
─
先
程
、林
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
─
─
ラ
イ
フ
ラ
ー
ク
の
）
不
能（

１
）論

や
（
今
日
の
こ
の
報
告
の
中
心
を
な
し
ま
す
）

瑕
疵
担
保
責
任（

２
）論

の
先
学
で
あ
ら
れ
る
こ
と
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
）（

３
）で

留
学
さ

れ
た
大
先
輩
で（

４
）す

。
先
生
に
は
、当
初
の
留
学
（
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
一
年
）
の
前
後
か
ら
、大
変
親
身
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、

報
告
を
お
引
き
受
け
す
る
に
当
た
り
、
五
十
嵐
先
生
の
「
民
事
法
研
究
会
」
だ
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
動
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
─
─
こ
れ
も
吉
田
邦
彦
先
生
か
ら
只
今
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
─
─
平
井
宜
雄
先
生
（
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
四
月
一
九
日
～
平
成

二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
月
二
六
日
）
は
、
大
学
院
生
時
代
（
一
九
九
一
年
～
一
九
九
七
年
の
六
年
間
）
の
指
導
教
官
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
教

え
が
私
の
研
究
の
土
台
と
な
っ
て
お
り
ま（

５
）す

。
当
時
、
一
九
九
六
年
九
月
に
北
海
道
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
平
井
先
生
が
招
か
れ
ま
し（

６
）て

、

そ
の
際
の
北
海
道
旅
行
が
「
非
常
に
楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
ｂ
）
今
回
の
経
緯

　

吉
田
邦
彦
先
生
は
、
当
時
か
ら
平
井
先
生
と
の
間
に
緊
密
な
学
問
上
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
平
井
先
生
か
ら
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

の
指
導
学
生
だ
っ
た
私
に
つ
い
て
は
─
─
只
今
吉
田
先
生
が
ま
さ
に
ご
説
明
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
─
─
「
院
生
の
田
中
君
」
と
い
う
程
度
の
認
識
で
あ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
存
在
で
し
か
な
い
私
が
今
日
こ
の
研
究
会
報
告
の
お
招
き
を
吉
田
先
生
か
ら
い
た
だ
け
た
の
は
、
ひ
と
え

に
平
井
先
生
の
お
蔭
で
す
。

　

な
お
、
吉
田
先
生
と
私
と
の
学
問
は
、
今
回
の
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
よ
り
も
む
し
ろ
、
前
著
『
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
』（
信
山
社
、
平
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三
〇
）
に
お
い
て
深
く
関
係
し
て
お
り
ま
す（

７
）が

、
詳
細
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
会
幹
事
の
林
誠
司
教（

８
）授

に
は
、
初
顔
の
私
の
た
め
に
、
今
日
の
ご
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
か
ら
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ

て
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
先
生
、
平
井
先
生
、
吉
田
先
生
、
林
先
生
は
じ
め
、
こ
の
拙
い
報
告
の
た
め
に
本
日
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
二
十
余
名
の
皆

様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
三
）
拙
著
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
の
簡
単
な
紹
介

　

拙
著
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』
は
、
─
─
先
程
こ
れ
も
林
先
生
・
吉
田
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
─
─
私
の
二
冊
目
の
本
で
す
。

自
身
の
既
発
表
の
論
文
を
一
部
底
本
と
し
つ
つ
、
全
体
の
半
分
以
上
を
新
規
に
執
筆
致
し
ま
し
た
。

　

二
年
前
に
上
梓
致
し
ま
し
た
前
著
『
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
』
と
同
様
の
基
礎
研
究
書
で
す
が
、
三
つ
違
い
が
あ
り
ま
す
。
①
前
著
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
単
独

0

0

研
究
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
─
─
こ
れ
も
先
程
林
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
─
─
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー

タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ト
先（

９
）生

と
の
共
同

0

0

研
究
で
あ
る
と
い
う
方
法
の
違
い
、
②
前
著
が
単
行

0

0

論
文
で
あ
り
ま
し
た
の
に
対
し
、
本
書
は
論
点
に
的

を
絞
っ
た
論
文
集0

で
あ
る
と
い
う
形
式
の
違
い
、
③
前
著
が
歴
史
的
資
料
と
外
国
法
文
献
を
網
羅
的
に
分
析
し
た
包
括
的
研
究
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
本
書
は
専
ら
現
代
ド
イ
ツ

0

0

0

0

0

民
法
学
の
成
果
だ
と
い
う
内
容
の
違
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
拙
著
で
考
察
し
た
一
〇
の
論
点
は
、
す
べ
て
共
同
研
究
者
の
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
新
債
務
法
の
論
点
の
中
か

ら
選
び
出
さ
れ
、
そ
し
て
私
が
、
わ
が
国
に
紹
介
す
る
意
義
が
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
基
準
で
選
定
し
た
も
の
で
す
。
拙
著
で
は
そ
れ
ら
を

一
〇
の
章
に
配
列
し
、
こ
れ
を
敷
衍
し
た
日
本
法
の
解
釈
論
を
結
章
と
し
て
付
し
ま
し
た
。
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（
四
）
報
告
の
内
容
と
順
序

　

本
日
は
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」（
第
三
章

（
（1
（

）（
二
）
と
「
追
完
請
求
権
の
範
囲
」（
第
七
章
）
を
報
告
致
し
ま
す
（
三
）。
そ
し
て
最
後
に
「
お

わ
り
に
」
と
し
て
一
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
四
）。

　

な
ぜ
一
〇
章
の
中
か
ら
右
の
二
章
を
選
ん
だ
か
と
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」（Falschlieferung, „aliud“

）
は
、
既
に

古
典
的
論
点
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
判
例
が
未
だ
無
い
た
め
議
論
さ
れ
続
け
て
い
る
有
名
論
点
で
あ
る
た
め
、
本
日
ご
紹
介
す
る
意

義
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
追
完
請
求
権
の
範
囲
の
問
題
は
、
学
説
・
判
例
・
立
法
が
協
同
し
て
論
点
を
発
見
し
解
決
す
る
と
い
う
法

発
展
の
プ
ロ
セ
ス
が
顕
著
な
た
め
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
ド
イ
ツ
法
を
先
に
、
日
本
法
を
後
に
説
明
し
ま
す
。

二 

異
な
る
物
の
給
付
保
持
（
拙
著
「
第
三
章
」
一
〇
七
頁
～
一
三
一
頁
、「
結
章 

第
四
節
」
三
八
三
頁
～
三
九
五
頁
）

（
一
）
総
説

　
（
ａ
）
総
説

　

異
な
る
物
の
給
付
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
当
初
議
論
を
リ
ー
ド
し
た
、
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ム
ズ
ィ
ラ
ク
教
授
（H

ans-Joachim
 

M
usielak

）（
一
九
三
二
年
一
二
月
二
八
日
～

（
（1
（

）
の
設
例
が
分
か
り
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
用
い
ま

（
（1
（

す
。
す
な
わ
ち
、
─
─

　

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
製
の
ゴ
ル
フ
（
と
い
う
車
種
の
大
衆
向
け
自
家
用
車
）
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
（
ベ
ー
エ
ム
ヴ
ェ
ー
）
社

製
の
三
一
八
ｉ
と
い
う
車
種
の
高
級
自
家
用
車
を
引
き
渡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
保
持
で
き
る
か
否
か
。

　

他
の
設
例
と
し
て
、
銀0

の
時
計
を
売
買
し
た
と
こ
ろ
金0

の
時
計
を
引
き
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
も
構
い
ま
せ

（
（1
（

ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
約
定
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の
目
的
物
と
は
異
な
る

0

0

0

物
で
か
つ
高
価
な

0

0

0

物
が
提
供
さ
れ
て
買
主
が
─
─
現
実
に
は
異
な
る
物
で
あ
る
の
で
─
─
受
領
を
拒
絶
で
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
受
領
し
た
事
例
で
す
（
高
価
な
物
で
な
く
安
価
な
も
の
で
あ
れ
ば
買
主
は
保
持
を
主
張
し
な
い
の
で
問
題
が
生
じ
ま
せ
ん
）。
さ
ら
に
、
売
主
が
そ
の

異
な
る
物
を
当
該
売
買
契
約
か
ら
生
じ
る
引
渡
債
務
の
履
行

0

0

（
弁
済
）
と
し
て
引
き
渡
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
売
主
が
債

務
の
履
行
と
し
て
で
は
な
く
、
単
に
引
き
渡
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
原
則
は
、
不
当
利
得
の
問
題
と
な
り
、
買
主
に
返
還
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項

（
（1
（

）。

　
（
ｂ
）
特
定
物
売
買
と
は
（
拙
著
「
第
二
章 

第
三
節
一
」
五
九
頁
～
六
一
頁
）

　

①
問
題
提
起

　

以
下
、
こ
の
論
争
に
入
っ
て
ゆ
く
前
に
、
そ
れ
が
前
提
と
し
て
い
る
、
特
定
物
売
買
・
種
類
売
買
の
困
難
な
区
別
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、定
義
と
し
て
は
、特
定
物
売
買
（Stückkauf

）
と
は
、物
の
個
性
に
着
目
し
て
取
引
し
た
物
（individualisierter 

Gegenstand

）、
す
な
わ
ち
特
定
物
（Speziessache
）
を
目
的
物
と
す
る
売
買
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
種
類
売
買
（Gattungskauf

）
と
は
、
物
の

種
類
に
着
目
し
て
取
引
し
た
物
、
す
な
わ
ち
種
類
物
（Gattungssache

）
を
目
的
物
と
す
る
売
買
、
つ
ま
り
、
合
意
さ
れ
た
種
類
に
属
す
る
物

で
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る（erfüllüngstaugliches Exem

plar der geschuldeten Gattung

）売
買
で
す（
ド
イ
ツ
民
法
二
四
三
条
一
項

（
（1
（

）。
問
題
は
、

両
者
の
区
別
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
書
店
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
よ
う
な
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
商
店
の
中
で
客
が
あ
る
商
品
を
手

に
し
て
レ
ジ
へ
持
っ
て
行
く
と
き
に
、
そ
れ
は
種
類
売
買
で
し
ょ
う
か
、
特
定
物
売
買
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
─
─
イ
ケ
ア
（IK

EA

、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
世
界
最
大
の
家
具
量
販
店
）
の
よ
う
な
─
─
大
型
家
具
店
で
机
と
椅
子
を
購
入
す
る
際
に
、
机
は
大
き
い
の
で
支
払
時
に
打
ち
出

さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
を
持
っ
て
商
品
引
渡
所
で
受
け
取
り
、
椅
子
は
小
さ
い
の
で
直
接
レ
ジ
に
手
で
持
っ
て
行
っ
て
支
払
を
済
ま
せ
た
、
と
仮
定
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し
ま

（
（1
（

す
。
こ
の
と
き
、
机
が
種
類
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
椅
子
は
種
類
物
・
特
定
物
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

②
種
類
物
説

　

ま
ず
、
上
の
イ
ケ
ア
の
設
例
を
挙
げ
た
ア
ケ
ル
マ
ン
教
授
は
、「
契
約
締
結
の
際
に
目
的
物
が
目
の
前
に
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
外
面
的

な
こ
と
は
契
約
内
容
に
は
影
響
し
な
い

（
（1
（

」
か
ら
種
類
物
だ
と
主
張
し
ま

（
（1
（

す
。

　

③
特
定
物
説

　

こ
れ
に
対
し
、
レ
ジ
に
持
っ
て
行
け
ば
目
的
物
は
特
定
す
る
、
と
い
う
主
張
も
あ
り
ま

（
（1
（

す
。

　

④
ま
と
め

　

ど
ち
ら
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
の
か
難
し
い
問
題
で
す
が
、
本
報
告
で
は
、
種
類
物
説
を
多
数
説
と
し
て
扱
い
ま

（
（2
（

す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
種
類
売
買
・
特
定
物
売
買
の
区
別
が
困
難
な
と
き
が
あ
る
、
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。

（
二
）
解
釈
の
出
発
点

　

で
は
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
の
論
点
に
戻
り
ま
す
。
差
し
当
た
り
出
発
点
と
し
て
売
買
の
規
定
に
目
を
遣
り
ま
す
と
、
そ
こ
で
は
特
定
物

0

0

0

売
買
と
種
類

0

0

売
買
と
の
区
別
を
せ
ず
に
、
買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
を
肯
定

0

0

す
べ
き
よ
う
に
見
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
次
の
規
定
が
あ

る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、
─
─
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ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
【
物
の
瑕
疵
】

　

売
主
が
引
き
渡
し
た
物
が
異
な
る

0

0

0

場
合
ま
た
は
不
足
す
る
場
合
に
も
ま
た
物
の
瑕
疵
が
あ
る
（
傍
点
を
付
け
た
）。

　

つ
ま
り
、異
な
る
物
の
給
付
は
、瑕
疵
あ
る
物
の
給
付
と
な
り
ま

（
（2
（

す
。
こ
の
規
定
の
存
在
意
義
は
、と
り
わ
け
種
類
売
買
に
お
い
て
困
難
な
、「
瑕

疵
あ
る
物
（peius
）」
か
「
異
な
る
物
（aliud

）」
か
の
区
別
─
─
た
と
え
ば
、
グ
リ
コ
ー
ル
と
い
う
不
正
添
加
物
入
り
ワ
イ
ン
は
瑕
疵
あ
る
ワ
イ
ン
か
ワ

イ
ン
と
は
異
な
る
物
か
─
─
を
無
用
と
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

（
（2
（

す
。

　

そ
う
だ
と
す
る
と
、
買
主

0

0

の
方
が
本
来
の
目
的
物
を
代
物
請
求
す
る
と
き
に
だ
け
、
そ
れ
と
引
換
え
に
異
な
る
物
を
返
還
義
務
が
生
じ
る
の

で
す
か
ら
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
五
項
）、
売
主
の
方
か
ら
は
返
還
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
つ
ま
り
買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
が
肯

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
（
肯
定
説
＝
多
数
説

（
（2
（

）。

（
三
）
肯
定
説
が
素
直
な
解
釈
か
？

　

こ
れ
を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、ま
ず
、異
な
る
物
が
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
売
主
の
引
渡
債
務
の
履
行
と
し
て
提
供
さ
れ
て
も
、

買
主
は
、
そ
の
受
領
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
買
主
の
履
行
請
求
権
は
、
存
続
し
ま

（
（2
（

す
。
そ
れ
に
対
し
、
異
な
る
物
が
債
務

の
履
行
と
し
て
受
領
さ
れ
て
し
ま
う
と
ど
う
な
る
か
、
が
問
題
で
す
。
ま
ず
、
売
主
が
高
額
な
売
買
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
─
─
買
主
が
任
意

に
契
約
改
訂
に
応
じ
な
い
限
り
─
─
で
き
ま
せ

（
（2
（

ん
。

　

一
般
に
、
瑕
疵
あ
る
物
を
引
き
渡
さ
れ
た
買
主
は
、
目
的
物
の
返
還
義
務
を
負
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
解
釈
し
な
い
と
、
目
的
物

を
保
持
し
つ
つ
追
完
請
求

（
（2
（

権
を
行
使
す
る
（
修
補
請
求
で
あ
れ
ば
保
持
し
続
け
る
し
、
代
物
請
求
で
あ
れ
ば
瑕
疵
の
無
い
代
物
引
渡
し
と
瑕
疵
あ
る
目
的
物

返
還
が
引
換
給
付
に
な
る

（
（2
（

）
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
異
な
る
物
を
給
付
さ
れ
た
買
主
は
、
追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
か
ら
、
そ
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れ
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
、
買
主
に
異
な
る
物
の
給
付
保
持
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
解
釈
（
以
下
で
は
肯
定
説
と
呼
ぶ
）
で

（
（2
（

す
。

　

そ
し
て
こ
の
肯
定
説
は
、
馬
の
売
買
で
牛
（
瑕
疵
あ
る
馬
と
み
な
さ
れ
る
）
を
引
き
渡
し
た
と
き
に
も
、
小
型
自
動
車
の
売
買
で
戦
車
（
瑕
疵
あ

る
小
型
自
動
車
と
み
な
さ
れ
る
）
を
引
き
渡
し
た
と
き
も
、
妥
当
す
る
も
の
と
主
張
さ
れ
ま

（
（2
（

す
。

（
四
）
法
案
理
由
書
の
否
定
説

　

肯
定
説
に
対
し
、保
持
を
否
定
す
る
解
釈
（
以
下
で
は
否
定
説
と
呼
ぶ
）
も
有
力
で

（
（3
（

す
。
そ
の
主
た
る
論
拠
は
、新
債
務
法
の
法
案
理
由
書
で
す
。

理
由
書
は
、
売
買
を
特
定
物
売
買
と
種
類
売
買
に
分
け
、
次
の
解
釈
を
示
し
ま

（
（3
（

す
。

　
（
ａ
）
特
定
物
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付

　

ま
ず
、特
定
物
売
買
に
お
い
て
異
な
る
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
と
き
は
、そ
の
給
付
は
、目
的
物
と
同
一
性
の
な
い
異
な
る
物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Identitäts-aliud

）

の
給
付
だ
、
と
言
い
ま
す
（
特
定
物
売
買
で
は
同
一
性
の
あ
る
異
な
る
物
は
あ
り
得
な
い
）。
同
一
性
の
な
い
異
な
る
物
の
給
付
が
な
さ
れ
て
も
、
本

来
の
給
付
が
実
現
せ
ず
、
債
務
は
弁
済
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
来
の
履
行
請
求
権
が
存
続
す

（
（3
（

る
。
他
方
、
異
な
る
物
は
、
買
主
の
不
当
利
得

で
あ
り
、
そ
の
返
還
義
務
を
買
主
が
負
う
（
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
は
、
否
定
さ
れ
る
、

と
言
い
ま
す
。

　
（
ｂ
）
種
類
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付

　

こ
れ
に
対
し
て
、種
類
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
は
、二
つ
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
第
一
に
、目
的
の
種
類
物
と
同
一
性
の
あ
る
場
合
、第
二
に
、

同
一
性
の
な
い
場
合
で
す
（
特
定
物
売
買
で
は
同
一
性
の
あ
る
異
な
る
物
は
あ
り
得
な
い
の
に
対
し
、
種
類
売
買
で
は
そ
れ
が
あ
り
得
る
、
と
考
え
る
わ
け
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で
す
）。
前
者
を
「
同
一
性
の
あ
る
異
な
る
物
（Q

ualifikations-aliud

）」、後
者
を
「
同
一
性
の
な
い
異
な
る
物
（Identitäts-aliud

）」
と
呼
び
ま
す
。

た
と
え
ば
、
新
車
の
ゴ
ル
フ
の
売
買
で
、
色
違
い
の
ゴ
ル
フ
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
が
前
者
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
が
後
者
で
す
。

　

後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、特
定
物
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付
と
同
様
に
、買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
は
、否
定
さ
れ
ま
す
。
が
、

前
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
本
来
の
履
行
請
求
権
が
追
完
請
求
権
に
変
化
す
る
の
で
、
買
主
は
、
追
完
と
し
て
、
そ
の
選
択
に
従
い
、
瑕
疵
の

修
補
ま
た
は
代
物
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
、
同
四
三
九
条
一
項
）
が
、
こ
れ
は
買
主
の
権
利
で
あ
っ
て
義
務
で

は
な
い
た
め
、
買
主
は
、
異
な
る
物
を
保
持
し
て
何
も
し
な
い
で
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
は
、
肯
定

さ
れ
る
、
と
法
案
理
由
書
は
言
い
ま
す
。

　
（
ｃ
）
否
定
説
の
結
論

　

こ
の
法
案
理
由
書
を
敷
衍
す
れ
ば
、
次
の
結
論
に
至
る
は
ず
で
す
。
第
一
に
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
は
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
は
、
常

に
否
定
さ
れ
る
。
第
二
に
、
種
類
売
買
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
類
物
以
外
の
物
、
す
な
わ
ち
異
な
る
物
に
は
、
そ
の
種
類
物
と
同
一
性
が
あ
る

と
き
と
な
い
と
き
と
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
買
主
の
異
な
る
物
の
給
付
保
持
は
、
肯
定
さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
買
主
の
異
な
る
物

の
給
付
保
持
は
、
否
定
さ
れ
る
、
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
法
案
理
由
書
の
解
釈
を
学
説
と
し
て
そ
の
ま
ま
主
張
す
る
者
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

民
法
四
三
四
条
三
項
の
規
定
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、
法
文
を
立
法
者
意
思
よ
り
も
重
視
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
五
）
検
討

　
（
ａ
）
問
題
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こ
れ
を
検
討
し
ま
す
と
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
の
新
規
定
が
、
異
な
る
物
の
給
付
を
物
の
瑕
疵

0

0

0

0

と
み
な
し
た
と
い
う
文
理
か
ら
す
る

と
、
給
付
保
持
が
肯
定
さ
れ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
特
定
物

0

0

0

売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付
に
お
い
て
は
、
給
付
保
持
を
肯
定
す

る
結
論
は
、
ま
ず
当
事
者
意
思
と
正
面
か
ら
対
立
し
そ
う
で
す
。

　
（
ｂ
）
当
事
者
意
思

　

そ
の
意
思
と
言
い
ま
し
て
も
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
当
事
者
意
思
は
、
契
約
成
立
時
の
意
思
で
あ
っ
て
、
弁
済
時
の
意
思
で
は
あ
り
ま

せ
（
（3
（

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
の
問
題
は
、
ゴ
ル
フ
の
売
買
か
ら
生
じ
る
債
務
の
履
行

0

0

（
弁
済
）
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
す
か

ら
問
題
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
も
し
、
履
行
と
し
て
と
い
う
前
提
が
欠
け
る
と
き

（
（3
（

は
、
履
行
に
な
ら
ず
、
単
純
な
不
当
利
得
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
弁
済
時
の
意
思
の
解
釈
問
題
で
す
（
ド
イ
ツ
民
法
一
三
三
条
お
よ
び
一
五
七
条

（
（3
（

）。

　
（
ｃ
）
不
当
利
得
の
「
法
律
上
の
原
因
」

　

①
総
説

　

つ
ぎ
に
、
保
持

0

0

の
決
め
手
に
な
る
直
接
の
解
釈
論
は
、
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
の
「
法
律
上
の
原
因
な
く
（ohne rechtlichen 

Grund

）」
と
い
う
要
件
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

（
（3
（

ん
。

　

要
す
る
に
、
異
な
る
物
の
給
付
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
の
規
定
の
「
物
の
瑕
疵
」
に
当
た
る
た
め
、
買
主
に
は
追
完
請
求
等
の
権
利
を

行
使
す
る
か
否
か
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
の
「
法
律
上
の
原
因
」
に
当
た
る
か
否
か
の
解
釈
問

題
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
百
家
争
鳴
で
す
が
、
以
下
で
は
、
簡
単
に
否
定
説
と
肯
定
説
を
説
明
し
ま
す
。
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②
否
定
説

　

ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
不
当
利
得
法
上
の
「
法
律
上
の
原
因
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
否
定
し

ま
（
（3
（

す
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
発
生
を
肯
定
し
ま

（
（3
（

す
。

　

③
肯
定
説

　
「
法
律
上
の
原
因
」
に
つ
い
て
否
定
説
を
採
る
者
は
、
そ
れ
が
買
主
の
給
付
保
持
否
定
の
決
め
手
に
な
り
ま
す
の
で
、
─
─
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授

の
よ
う
に
─
─
明
示
的
に
説
明
す
る
の
に
対
し
、
他
方
、
給
付
保
持
肯
定
説
を
採
る
者
は
、「
法
律
上
の
原
因
」
を
肯
定
す
る
わ
け
で
す
が
、
明

示
的
に
肯
定
す
る
者
も
い
れ

（
（3
（

ば
、
肯
定
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
に
す
る
だ
け
の
者
も
い
ま

（
（4
（

す
。

　
（
ｄ
）
錯
誤
規
定
の
不
適
用

　

①
総
説

　

な
お
、
給
付
保
持
に
つ
い
て
肯
定
説
を
採
る
と
き
は
、
弁
済
を
売
主
が
取
り
消
す
こ
と
に
つ
い
て
錯
誤
の
規
定
（
ド
イ
ツ
民
法
一
一
九
条
）
の

適
用
に
つ
い
て
も
否
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
錯
誤
に
よ
る
取
消
権
行
使
の
効
果
と
し
て
弁
済
が
遡
及
的
無
効
と
な
り

（
ド
イ
ツ
民
法
一
四
二
条
一
項
）、「
弁
済
と
し
て

0

0

0

0

0

の
異
な
る
物
の
給
付
」で
は
な
く
な
る
た
め
、買
主
の
追
完
請
求
権
が
発
生
し
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
肯
定
説
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
錯
誤
の
規
定
の
不
適
用
を
導
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

②
肯
定
説
の
論
理

　

ム
ズ
ィ
ラ
ク
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
弁
済
の
錯
誤
取
消
し
を
認
め
れ
ば
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
は
常
に
錯
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誤
取
消
し
に
よ
っ
て
買
主
の
追
完
請
求
権
が
遡
及
的
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、「
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
の
規
定
は
、
立
法
理
由
に

お
い
て
は
特
定
物
売
買
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
は
特
定
物
売
買
に
不
適
用
と
な
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う

（
（4
（

」、
だ
か
ら
錯
誤
取
消
し
は
で
き
な
い
、
と
言
い
ま
す
。

（
六
）
諸
学
説
の
整
理

　
（
ａ
）
肯
定
説
（
多
数
説
＝
ム
ズ
ィ
ラ
ク
説
）

　

ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
を
重
視
す
る
見
解
で

（
（4
（

す
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
買
主
の
追
完
請
求

権
は
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

（
（4
（

す
。
否
定
説
も
有
力
で
、
し
か
も
近
年
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
肯
定
説
が

多
数
説
だ
と
一
応
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
ｂ
）
制
限
肯
定
説

　

次
に
、
こ
れ
に
対
し
、
基
本
的
に
は
文
理
を
重
視
し
つ
つ
、
改
正
前
の
通
説
の
解
釈
を
活
か
す
見
解
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し

て
は
肯
定
説
に
よ
り
な
が
ら
、
給
付
さ
れ
た
物
が
目
的
物
と
「
著
し
く
異
な
る
」
と
き
は
、
目
的
物
の
引
渡
し
は
無
く
、
担
保
責
任
は
生
じ
な

い
と
解
す
る
説
が
あ
り
ま

（
（4
（

す
。
こ
の
学
説
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
の
規
定
に
、「
給
付
さ
れ
た
物
が
目
的
物
と
著
し
く
異
な
ら
な

い
と
き
は
」
と
い
う
要
件
を
付
け
加
え
て
縮
小
解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
学
説
は
、
制
限
肯
定
説
と
で
も
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
限
肯
定
説
に
対
し
て
は
、「
著
し
く
異
な
る
」
か
ど
う
か
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
批
判
が
向
け
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
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（
ｃ
）
否
定
説

　

た
し
か
に
、
肯
定
説
は
い
さ
さ
か
売
主
に
酷
な
結
論
に
な
り
ま

（
（4
（

す
。
そ
の
た
め
、
売
主
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
認
め
て
保
持
否
定
説
を

採
る
立
場
が
有
力
で
す
。

　

そ
し
て
、
否
定
説
を
採
る
場
合
に
も
、
一
律
に
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
例
外

0

0

と
し
て
一
般
条
項
を
根
拠
に
肯
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
と
言
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
説
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、買
主
の
給
付
保
持

0

0

を
肯
定
す
る
か
否
か
は
、売
主
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
行
使
の「
権
利
濫
用

0

0

0

0

（Rechtsm
issbrauch

）

の
問
題
だ
」、
と
言
い
ま

（
（4
（

す
。
こ
の
よ
う
に
一
般
条
項
を
解
釈
論
の
前
面
に
出
す
の
は
、
要
件
・
効
果
を
き
ち
ん
と
解
釈
す
る
の
を
良
し
と
す

る
ド
イ
ツ
民
法
学
（
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
も
本
来
は
そ
う
で
あ
る
）
に
お
い
て
は
珍
し

（
（4
（

く
、
思
い
切
っ
た
解
釈
論
を
打
ち
出
し
た
、
と
い
う
印
象

を
受
け
ま

（
（4
（

す
。

　

そ
し
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
行
使
は
、
設
定
さ
れ
た
期
間
の
経
過
前0

に
本
来
の
目
的
物
給
付
と
引
換
え
に
な
さ
れ
る
と
き
は
、
権
利
の

濫
用
と
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
設
定
さ
れ
た
期
間
の
経
過
後0

に
は
、
仮
に
売
主
の
返
還
請
求
権
行
使
を
認
め
る
と
買
主
が
追
完
以
外
の
給
付

を
受
け
る
権
利
を
失
う
こ
と
を
理
由
に
権
利
濫
用
と
な

（
（4
（

る
、
と
解
釈
し
ま

（
（5
（

す
。

　

以
上
、
ド
イ
ツ
の
論
争
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
七
）
日
本
法
に
お
け
る
「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」

　
（
ａ
）
総
説

　

①
総
説

　

で
は
、
次
に
、
日
本
で
は
ど
う
か
、
以
下
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ド
イ
ツ
の
「
異
な
る
物
の
給
付
」
の
問
題
は
、
わ
が
国
で
も
、
平
成
二
九
年
改
正
に
よ
っ
て
錯
誤
の
効
果
が
取
消
し
と
な
っ
て
契
約
不
適
合

責
任
と
し
て
追
完
請
求
権
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
様
の
論
点
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②
事
例

　

買
主
Ｘ
は
、
自
動
車
販
売
店
Ｙ
か
ら
ト
ヨ
タ
社
製
の
カ
ロ
ー
ラ
（
と
い
う
車
種
の
大
衆
向
け
自
家
用
車
）
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
う
っ
か
り

同
社
製
で
あ
る
が
ク
ラ
ウ
ン
と
い
う
車
種
の
高
級
自
家
用
車
を
Ｘ
名
義
で
登
録
し
て
Ｘ
に
納
車
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
Ｙ
が

ク
ラ
ウ
ン
の
返
還
を
求
め
る
の
に
対
し
、
Ｘ
は
、
そ
れ
を
拒
ん
で
保
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
あ
る
い
は
、
ビ
ー
ル
六
本
の

と
こ
ろ
八
本
引
き
渡
し
た
と
い
う
の
で
も
構
い
ま
せ

（
（5
（

ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
約
定
の
物
よ
り
良
く

0

0

、
目
的
物
と
は
異
な
る

0

0

0

物
が
提
供
さ
れ
て

買
主
が
─
─
現
実
に
は
異
な
る
物
で
あ
る
の
だ
か
ら
─
─
受
領
を
拒
絶
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
領
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事
例
で
す
。

　
（
ｂ
）
特
定
物
売
買
と
種
類
売
買
と
の
区
別
（
拙
著
「
結
章 

第
五
節
四
」
四
〇
八
頁
～
四
一
〇
頁
）

　

問
題
の
前
提
と
し
て
、
特
定
物
売
買
と
種
類
売
買
の
区
別
が
わ
が
国
で
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
店
舗
で
客
が
商
品
を
レ
ジ
へ
運
ぶ
と
き
に
、
そ
れ
は
種
類
売
買
か
特
定
物
売
買
か
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
の
事
案
は
現
実

に
は
非
常
に
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、民
法
学
上
は
論
じ
ら
れ
ず
に
参
り
ま
し

（
（5
（

た
。い
ず
れ
と
解
釈
す
る
に
せ
よ
、そ
の
区
別
は
容
易
で
は
な
い
、

と
い
う
点
が
重
要
で
す
。

　
（
ｃ
）
物
の
数
量
不
適
合
の
扱
い

　

①
平
成
二
九
年
改
正
前
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「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
論
点
に
戻
り
ま
す
。
従
来
、
物
の
数
量
の
瑕
疵
は
特
別
な
扱
い
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
改
正
前
民

法
五
六
五
条
の
規
定
が
数
量
指
示
売
買
と
い
う
特
殊
な
売
買
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
た
か
ら
で
す
。
か
つ
て
の
通
説
に
従
え
ば
、
数
量

指
示
売
買
は
、
常
に
特
定
物
売
買

0

0

0

0

0

で
（
（5
（

す
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
ビ
ー
ル
の
例
は
、
数
量
指
示
売
買
で
は
あ
り
ま
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
改
正
前
民
法
五
六
五
条
の
「
数
量
を
指
示
し
て
」
の
文
言
は
、
ⓐ
目
的
物
の
数
量
が
表
示
さ
れ
、
ⓑ
そ
の
数
量
を
基
礎
と
し

て
代
金
額
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
と
解
さ
れ
て
い
た
た
め
（
通

（
（5
（

説
・
判

（
（5
（

例
）、
ⓐ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
目
的
物
の
「
特
定
」

が
必
要
と
解
さ
れ
た
か
ら
で

（
（5
（

す
。

　

②
審
議
過
程

　

と
こ
ろ
が
、
債
権
法
改
正
の
審
議
過
程
で
は
、
一
方
で
、
数
量
不
足
お
よ
び
一
部
滅
失
が
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
の
契
約
不
適
合
に
含

ま
れ
る
と
さ

 
 （
 （

れ
、
他
方
、
数
量
不
適
合
責
任
は
、
一
年
間
の
期
間
制
限
（
民
法
五
六
六
条
）
に
掛
か
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

（
（5
（

た
。

　

③
平
成
二
九
年
改
正
後

　

し
た
が
っ
て
、
平
成
二
九
年
改
正
後
の
契
約
不
適
合
責
任
に
お
い
て
は
、
改
正
前
と
は
異
な
り
、
物
の
数
量
不
適
合
は
、
契
約
不
適
合
の
一

つ
に
す
ぎ
ず
、
─
─
一
年
間
の
期
間
制
限
（
民
法
五
六
六
条
）
に
掛
か
ら
な
い
（
②
に
述
べ
た
）
点
を
除
い
て
─
─
種
類
不
適
合
や
品
質
不
適
合
と
区
別

し
て
の
特
別
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
（
民
法
五
六
二
条
一
項

（
（5
（

）。

　

④
数
量
超
過

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
九
年
改
正
前
に
「
数
量
超
過
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、
数
量
指
示
売
買

0

0

0

0

0

0

に
お
け
る
数
量
超
過
の
場
合
、
つ
ま
り
、
ⓐ
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特
定
物
売
買

0

0

0

0

0

に
お
い
て
目
的
物
を
引
き
渡
し
た
と
こ
ろ
、
目
的
物
の
数
量
が
合
意
さ
れ
て
い
た
よ
り
多
か
っ
た
場
合
（
た
と
え
ば
、
目
的
土
地
の

実
測
面
積
が
約
定
面
積
よ
り
大
き
か
っ
た
場
合

（
（6
（

）
で
す
。

　

し
か
し
、
ⓑ
種
類
売
買

0

0

0

0

に
お
い
て
、
約
定
数
量
よ
り
も
超
過
し
た
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
形
の
数
量
超
過
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
平

成
二
九
年
改
正
法
に
お
け
る
数
量
超
過
は
、
ⓐ
に
加
え
て
ⓑ
も
含
む
、
と
解
さ
れ
ま
す
。

　
（
ｄ
）
弁
済
と
し
て
の
引
渡
し

　

①
総
説

　

こ
の
論
点
で
問
題
と
な
る
の
は
、
売
主
が
異
な
る
物
を
当
該
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
引
渡
債
務
の
弁
済

0

0

と
し
て
引
き
渡
し
た
場
合
で
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
す
る
「
目
的
物
」
が
「
引
き
渡
さ
れ
た
」
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
そ
の
物
を
買
主
が
保
持
す
る
法
律

上
の
原
因
は
な
い
の
だ
か
ら
、
民
法
七
〇
三
条
の
規
定
す
る
不
当
利
得
に
当
た
り
、
買
主
は
、
そ
の
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

②
弁
済
の
法
的
性
質

　

翻
っ
て
、
弁
済
と
は
何
か
。
弁
済
の
法
的
性
質
の
問
題
で
す
。
諸
説
存
在
し
、
ま
ず
、
ⓐ
弁
済
と
は
、
債
務
の
目
的
と
し
て
の
給
付
を
実
現

す
る
行
為
で
あ
り
、そ
の
給
付
は
法
律
行
為
で
あ
る
こ
と
も
事
実
行
為
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、弁
済
自
体
は
準
法
律
行
為
で
あ
る
、と
い
う
「
準

法
律
行
為
説
」
が
あ
り
ま

（
（6
（

す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ⓑ
給
付
に
法
律
行
為
と
事
実
行
為
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
と
は
別
個
に
弁
済
自
体
の
性
質
を
決
定
す
る
意
味
を
否

定
す
る
「
性
質
決
定
不
要
説
」
も
あ
り
ま

（
（6
（

す
。
さ
ら
に
、
ⓒ
同
様
に
、
給
付
に
法
律
行
為
と
事
実
行
為
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
弁

済
自
体
は
事
実
行
為
だ
と
す
る
「
事
実
行
為
説
」
も
あ
り
ま

（
（6
（

す
。



ドイツ売買論の現在

［21］北法72（4・330）1288

　

③
弁
済
意
思
を
観
念
す
る
か

　

こ
の
弁
済
の
法
的
性
質
論
は
、
よ
り
本
質
的
に
、
弁
済
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
の
問
題
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
り
ま

（
（6
（

す
。
異
な
る
給

付
が
弁
済
と
し
て
な
さ
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
給
付
に
は
、
売
主
・
買
主
双
方
の
何
ら
か
の
意
思
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
引
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
は
そ
れ
を
目
的
と
す
る
合
意
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

（
（6
（

す
。

　

従
来
、
そ
の
よ
う
な
給
付
の
意
思
と
は
別
個
の
弁
済
意
思
を
「
弁
済
と
し
て
」
の
部
分
に
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
争
わ
れ
、
否

定
説
が
有
力
で
あ
り
ま
し

（
（6
（

た
。

　
（
ｅ
）
錯
誤
規
定
の
「
意
思
表
示
」

　

①
総
説

　

し
か
し
、結
局
、上
述
の
弁
済
意
思
に
つ
い
て
は
、肯
定
説
と
否
定
説
の
ど
ち
ら
を
採
ろ
う
が
、弁
済
の
際
に
は
、給
付
の
意
思
〔
表
示
的
要
素
〕

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
が
民
法
九
五
条
の
規
定
す
る
「
意
思
表
示
」
に
当
た
る
か
否
か
が
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
と
な
り
ま
す
。

　

②
検
討

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
ド
イ
ツ
法
（
→
（
五
）（
ｄ
））
と
同
様
、異
な
る
物
の
給
付
に
お
け
る
錯
誤
規
定
の
適
用
を
否
定
す
る
べ
き
で
す
。
つ
ま
り
、

弁
済
の
錯
誤
取
消
し
を
肯
定
す
る
解

（
（6
（

釈
に
は
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
錯
誤
規
定
の
適
用
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
特
に
特
定
物
売

買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付
の
際
に
は
常
に
売
主
か
ら
の
錯
誤
取
消
し
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
事
実
上
、
特
定
物
売
買
に
お
け
る
異
な
る

物
の
給
付
に
も
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
が
一
律
に
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
弁
済
は
、
錯
誤
の
規
定
（
民
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法
九
五
条
）
の
「
意
思
表
示
」
に
は
含
ま
れ
な
い
、
と
解
す
べ
き
で

（
（6
（

す
。

　
（
ｆ
）
平
成
二
九
年
改
正

　

①
総
説

　

他
方
、
学
説
を
見
て
お
き
ま
す
と
、
平
成
二
九
年
改
正
前
に
「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
問
題
を
意
識
的
に
論
じ
た
学
説
は
、
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
ま
せ

（
（6
（

ん
。
平
成
二
九
年
改
正
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
は
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
ま
せ

（
（7
（

ん
。

　

②
問
題
整
理

　

こ
こ
で
も
う
一
度
改
正
法
の
解
釈
問
題
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
、
平
成
二
九
年
改
正
法
で
は
、
不
適
合
給
付
を
受
け
た
買
主
に
追
完
請
求
権
を
与
え
た
た
め
、
一
般
に
、
不
適
合
物
が
引
き
渡
さ
れ

た
買
主
に
は
そ
の
物
の
返
還
義
務
が
な
い
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
解
釈
し
な
い
と
、
買
主
は
そ
の
意
に
反
し
て
引

き
渡
さ
れ
た
物
を
取
り
戻
さ
れ
、
買
主
に
追
完
請
求
権
を
与
え
た
（
そ
も
そ
も
追
完
請
求
権
を
行
使
す
る
か
、
修
補
と
代
物
給
付
の
ど
ち
ら
を
選
択
す

る
か
、
は
買
主
の
自
由
だ
と
い
う
）
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
異
な
る
物
の
給
付
が
不
適
合
給
付
の
一
つ
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
を
保
持
し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
（
肯
定
説
）。
つ
ま
り
、
条

文
解
釈
か
ら
す
る
と
、保
持
肯
定
説
と
な
り
そ
う
で
す
が
、そ
の
結
論
を
許
し
て
よ
い
の
か
、と
い
う
─
─
ド
イ
ツ
と
同
様
の
─
─
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
（
ｇ
）
ド
イ
ツ
法
と
の
違
い

　

し
か
し
、
問
題
は
、
ド
イ
ツ
法
と
の
明
文
の
規
定
の
違
い
で
す
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
に
は
、
異
な
る
物
の
給
付
を
不
適
合
給
付
に
含
め
る
と
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す
る
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
に
相
当
す
る
規
定
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、
異
な
る
物
の
給
付
を
─
─
特
定
物
売
買
・
種
類
売
買
を

問
わ
ず
─
─
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
す
る
不
適
合
給
付
に
含
め
る
こ
と
に
異
論
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
と
の
明
文

の
規
定
の
微
妙
な
違
い
は
気
に
し
な
い
で
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
（
ｈ
）
検
討

　

そ
う
す
る
と
、異
な
る
物
を
弁
済
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
買
主
は
、追
完
請
求（
通
常
は
代
物
請
求
）を
す
る
こ
と
が
で
き（
民
法
五
六
二
条
一
項
）、

こ
の
追
完
請
求
権
を
行
使
し
て
、
そ
れ
が
履
行
さ
れ
る
と
き
は
、
売
主
は
、
既
に
引
き
渡
し
済
み
の
異
な
る
物
の
引
換
給
付
を
売
主
は
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
（
買
主
の
保
持
は
許
さ
れ
な
い

（
（7
（

）、
問
題
は
、
追
完
請
求
権
を
行
使
し
な
い
と
き
に
、
異
な
る
物
の
給
付
を
保
持

0

0

す
る
こ
と
が
で
き
る
否
か
、
で
す
。

　

ま
ず
、
種
類
売
買

0

0

0

0

（
た
と
え
ば
、
ワ
イ
ン
売
買
）
に
お
い
て
、
弁
済
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
の
が
グ
リ
コ
ー
ル
入
り
ワ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

が
①
契
約
不
適
合
の
目
的
種
類
物
（
ワ
イ
ン
と
い
う
目
的
物
で
あ
る
が
グ
リ
コ
ー
ル
入
り
の
た
め
品
質
の
不
適
合
物
）
な
の
か
、
②
目
的
種
類
物
以
外

の
物
（
グ
リ
コ
ー
ル
が
混
入
さ
れ
た
ワ
イ
ン
は
ワ
イ
ン
で
は
な
く
な
る
た
め
そ
も
そ
も
目
的
物
で
は
な
い
物
）
な
の
か
、
と
い
う
難
し
い
区
別
を
せ
ず
に

双
方
に
民
法
五
六
二
条
一
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
認
め
ら
れ
や
す
い
だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
異
な
る
物
を
給

付
さ
れ
た
種
類
買
主
は
、追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
か
ら
、そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
、異
な
る
物
の
給
付
保
持
を
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
肯
定
説
を
採
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

争
点
と
な
り
そ
う
な
の
は
、特
定
物
売
買

0

0

0

0

0

に
お
け
る
給
付
保
持
で
す
。結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、特
定
物
売
買
で
も
肯
定
説
を
採
る
べ
き
で
す
。

た
し
か
に
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
、
特
定
物
と
は
異
な
る
物
の
給
付
保
持
を
認
め
る
こ
と
は
、
契
約
成
立
時

0

0

0

の
当
事
者
意
思
に
明
白
に
反
す



シンポジウム

［24］ 北法72（4・327）1285

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
が
特
定
物
買
主
・
種
類
買
主
の
区
別
を
せ
ず
に
単
に
買
主

0

0

に
追
完
請
求
権
を
認

め
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
べ
き
で
す
。
法
的
構
成
と
し
て
は
、買
主
が
追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
、民
法
七
〇
三
条
の
規
定
す
る
「
法

律
上
の
原
因
」
に
当
た
る
た
め
、
売
主
が
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
解
釈
す
る
べ
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
結
論
が
妥
当
性
を
欠
く
場
合
に
は
、
信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
）
ま
た
は
権
利
濫
用
（
民
法
一
条
三
項
）
の
規
定
を
適
用

す
る
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
で
す
。

　

こ
の
解
釈
は
、ド
イ
ツ
の
肯
定
説
、と
り
わ
け
ム
ズ
ィ
ラ
ク
説（
→（
六
）（
ａ
））、つ
ま
り
原
則
は
保
持
肯
定
、例
外
と
し
て
信
義
則
に
よ
り
否
定
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
無
に
し
な
い
た
め
、
─
─
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
→
（
ｅ
））
─
─
弁
済
の
錯
誤
取
消
し
（
民
法

九
五
条
）
を
許
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

（
（7
（

ん
。
も
っ
と
も
、
そ
の
原
則
と
例
外
を
入
れ
替
え
て
、
原
則
は
保
持
否
定
、
例
外
と
し
て
一
般
条
項
に

よ
り
肯
定
、
と
い
う
ロ
ー
レ
ン
ツ
流
の
解
釈
の
余
地
も
十
分
に
あ
り
ま
す
（
→
（
六
）（
ｃ
））。

　

そ
し
て
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
が
問
題
と
な
り
ま
す
の
は
、
異
な
る
物
の
給
付
が
弁
済
と
し
て
な
さ
れ
た
、
と
い
う
こ

と
が
出
発
点
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
給
付
の
意
思
解
釈
の
段
階
で
給
付
保
持
の
問
題
か
ら
外
れ
、
単
純
な
不
当
利

得
返
還
請
求
の
問
題
と
な
る
こ
と
も
多
い
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
が
「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
問
題
で
す
。

三 

追
完
請
求
権
の
範
囲
（
拙
著
「
第
三
章
」
一
九
七
頁
～
二
七
六
頁
、「
結
章 
第
八
節
」
四
二
五
頁
～
四
二
八
頁
）

（
一
）
総
説

　
（
ａ
）
事
例

　

つ
ぎ
に
、
追
完
請
求
権
の
範
囲
の
問
題
を
、
こ
ち
ら
は
ご
く
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
事
例
を
説
明
し
ま
す
。
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買
主
Ｘ
は
、
売
主
Ｙ
か
ら
代
金
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
床
用
の
タ
イ
ル
を
一
〇
㎡
分
購
入
し
、
そ
れ
を
自
宅
の
浴
室
に
敷
き
詰
め
る
工
事
を
職
人

Ａ
に
代
金
二
，
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
請
け
負
わ
せ
、
工
事
完
成
後
に
代
金
が
支
払
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
工
事
終
了
後
ま
も
な
く
タ
イ
ル
が
変
色

し
て
欠
陥
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
て
、
タ
イ
ル
の
代
物
給
付
に
加
え
、
ⓐ
不
適
合
タ
イ
ル
を
剥
が
す
費
用
、
ⓑ
代
物

タ
イ
ル
を
敷
く
費
用
を
求
め
た
い
。
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。

　
（
ｂ
）
問
題

　

引
き
渡
さ
れ
た
売
買
目
的
物
が
他
の
物
に
取
り
付
け
ら
れ
た
後
に
瑕
疵
が
判
明
し
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
代
物
請
求
を
す
る
と
き
は
、

そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
不
適
合
物
の
取
外
し

0

0

0

と
代
替
物
の
取
付
け

0

0

0

の
費
用
は
、売
主
と
買
主
の
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
か
、と
い
う
問
題
で
す
。

（
二
）
当
初
の
学
説

　
（
ａ
）
肯
定
説

　

肯
定
説
の
基
礎
は
、
買
主
は
、
売
主
の
代
物
給
付
に
よ
っ
て
、
目
的
物
が
契
約
内
容
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

立
場
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
立
場
に
置
か
れ
る
た
め
に
は
、
不
適
合
物
の
取
外
し
と
代
物
の
取

付
け
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
を
代
物
給
付
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
一
項
）
が
含
む
、
と
解
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
（
ｂ
）
否
定
説

　

そ
れ
に
対
し
、
否
定
説
は
、
当
事
者
意
思
を
基
礎
に
置
い
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
事
例
の
Ｘ
Ｙ
の
契
約
は
、
あ
く
ま
で
売
買

0

0

で
あ
っ
て
請0

負0

で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
取
付
け
・
取
外
し
ま
で
は
「
代
替
物
の
引
渡
し
」
に
含
ま
れ
な
い
、
と
解
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
否
定
説
を
採
っ
た
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場
合
に
、
取
付
け
・
取
外
し
の
費
用
相
当
額
は
、
損
害
賠
償
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
売
主
に
帰
責
事
由
が
あ
る

と
き
に
は
そ
れ
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ド
イ
ツ
民
法
二
八
〇
条
一
項
後
段
）、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
三
）
判
例

　
（
ａ
）
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
事
件

　

つ
ぎ
に
、
判
例
が
こ
の
事
件
の
見
所
な
の
で
す
が
、
取
付
け
（
ⓑ
）
に
つ
い
て
争
わ
れ
、
二
〇
〇
八
年
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
上
記
否
定

説
を
採
用
し
ま
し

（
（7
（

た
。

　
（
ｂ
）
タ
イ
ル
事
件

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
二
〇
一
一
年
、
欧
州
裁
判
所
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
先
決
判
決
申
立

（
（7
（

て
を
受
け
、
取
外
し
（
ⓐ
）・
取
付
け
（
ⓑ
）
双
方

に
つ
い
て
肯
定
説
を
採
用
し
ま
す
（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
事
件
判
決
を
否
定
し
た

（
（7
（

）。
そ
し
て
、
同
年
、
そ
れ
を
受
け
た
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

そ
れ
に
沿
う
よ
う
判
例
を
肯
定
説
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

（
（7
（

た
。

　
（
ｃ
）
ゴ
ム
事
件
と
桟さ

ん
事
件

　

二
〇
一
二
年
の
ゴ
ム
事
件
判

（
（7
（

決
お
よ
び
二
〇
一
四
年
の
桟
事
件
判

（
（7
（

決
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
上
記
の
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
一

項
の
消
費
財

0

0

0

売
買
に
つ
い
て
の
解
釈
が
消
費
財
以
外

0

0

0

0

0

の
売
買
に
も
及
ぶ
こ
と
を
否
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
取
付
け
・
取
外
し
の
費
用
が
追
完
請

求
権
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、売
買
の
目
的
物
が
消
費
財
で
あ
れ
ば
肯
定
し
、そ
う
で
な
け
れ
ば
否
定
す
る
、と
い
う
判
例
の
「
分

裂
（gespalten

）」
状
態
が
生
じ
て
い
た
。
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（
四
）
立
法

　

こ
の
「
分
裂
」
を
解
消
し
て
、
全
面
肯
定
説
を
採
っ
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
る
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
三
項
の
新
規
定
で

（
（7
（

す
。
こ

う
い
う
規
定
が
入
り
ま
し
た
（
傍
点
と
傍
線
は
筆
者
）
─
─

ド
イ
ツ
民
法
新
四
三
九
条
三
項
【
追
完
】

　

買
主
が
瑕
疵
あ
る
目
的
物
を
そ
の
種
類
と
用
法
に
従
っ
て

0

0

0

0

0

0

他
の
物
に
作
り
付
け
た
（eingebaut

）
又
は
他
の
物
に
取
り
付
け
た
（angebracht

）
と

き
は
、
売
主
は
、
買
主
が
瑕
疵
あ
る
目
的
物
の
取
外
し
と
瑕
疵
の
な
い
修
補
さ
れ
た
目
的
物
又
は
代
物
の
取
付
け
の
た
め
に
要
し
た
費
用
を
償
還
す
る

義
務
を
負
う
。
…
…

（
五
）
日
本
法
の
解
釈
論

　
（
ａ
）
総
説

　

わ
が
国
で
も
、
実
務
上
の
影
響
も
大
き
く
、
同
種
の
事
案
に
お
い
て
早
速
論
点
と
な
り
そ
う
で
す
。
す
な
わ
ち
、
引
き
渡
さ
れ
た
売
買
目
的

物
が
他
の
物
に
取
り
付
け
ら
れ
た
後
に
契
約
不
適
合
が
判
明
し
た
場
合
に
お
い
て
（
民
法
五
六
二
条
一
項
）、
買
主
が
代
物
請
求
を
す
る
と
き
は
、

そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
不
適
合
物
の
取
外
し
と
代
替
物
の
取
付
け
の
費
用
は
、
売
主
と
買
主
の
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
、
で
す
。
民
法

五
六
二
条
一
項
の
規
定
す
る
「
代
替
物
の
引
渡
し
」
は
、
①
代
物
引
渡
し
の
み
な
ら
ず
、
②
不
適
合
物
の
取
外
し
の
費
用
支
払
と
、
③
代
物
の

取
付
け
の
費
用
支
払
も
含
む
か
、
と
い
う
解
釈
問
題
で
す
。

　
（
ｂ
）
検
討
（
私
見
）
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わ
が
国
で
も
、
問
題
状
況
は
同
様
で
す
の
で
、
買
主
は
、
売
主
の
代
物
給
付
に
よ
っ
て
、
目
的
物
が
契
約
内
容
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
れ
ば

そ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
立
場
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
肯
定
説
を
採
る
べ
き
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

（
（8
（

す
。
売
主
か
ら
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
ひ
と
え
に
売
主
が
不
適
合
物
を
引
き
渡
し
た
か
ら
で
あ
り
、
費
用
負
担
を
甘
受
す
る
べ
き
、
と
な
る

と
思
い
ま

（
（8
（

す
。

四 

お
わ
り
に
（
拙
著
「
お
わ
り
に
」
四
七
七
頁
）

　

最
後
に
一
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
く
ら
入
念
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
新
債
務
法
で
あ
っ
て
も
、
後
発
の
学
説
に
よ
っ
て
幾
多
の

欠
点
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
必
然
で
し
た
。
ま
た
、
新
債
務
法
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
諸
事
案
が
現
実
の
裁
判
に
登
場
す
る
の
も
当
然
で
あ

り
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
元
日
の
新
債
務
法
施
行
か
ら
二
〇
年
間
、
新
法
の
至
ら
な
さ
に
呆
れ
返
っ
た
り
、
欧
州
法
に
文
句
を
付
け
た
り
、
学

者
も
実
務
家
も
忙
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
売
買
法
は
、
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
〇
年
、売
買
論
の
中
心
で
活
躍
を
し
て
き
た
彼
ら
の
表
情
か
ら
は
、新
債
務
法
に
対
す
る
負0

の
印
象
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

自
分
た
ち
に
何
が
許
さ
れ
る
の
か
を
知
っ
た
喜
び
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
新
法
を
自
分
な
り
に
解
釈
で
き
る
喜
び
で
す
。
古
い
し
が

ら
み
か
ら
解
き
放
た
れ
た
よ
う
に
、
新
鮮
な
解
釈
論
は
、
若
い
教
授
や
助
手
が
そ
の
大
部
分
を
担
い
ま
し
た
。
改
正
作
業
の
中
心
だ
っ
た
長
老

た
ち
は
、
言
い
訳
は
恥
と
ば
か
り
に
控
え
目
で
、
世
代
交
代
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。

　

悠
久
の
法
学
の
歴
史
に
お
き
ま
し
て
、
債
務
法
改
正
は
急
勾
配
の
激
流
で
あ
り
、
新
債
務
法
を
巡
る
論
争
は
、
こ
の
力
強
い
流
れ
を
下
る
ド

イ
ツ
人
の
歓
喜
と
興
奮
の
叫
び
で
す
。
①
生
ま
れ
変
わ
っ
た
条
文
の
た
め
の
膨
大
な
判
決
と
、
②
そ
れ
に
応
じ
る
逞
し
い
学
術
論
文
と
、
③
不

備
を
迅
速
に
補
う
再
改
正
の
立
法
が
勢
い
よ
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
法
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
①
判
例
・
②
学
説
・
③
立
法
が
協
同
し
て
発

展
す
る
の
だ
よ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
し
た
。
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（
１
）
五
十
嵐
清
『
契
約
と
事
情
変
更
』（
有
斐
閣
、
昭
四
四
）。

（
２
）
五
十
嵐
清
『
比
較
民
法
学
の
諸
問
題
』（
一
粒
社
、
昭
五
一
）。

（
３
）
①
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
、
②
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
で
留
学
し
た
、
③
民
法
研
究
者
は
、
他
に
川
井
健
先
生
（
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
～
平
成
二
五
年
（
二
〇
一

三
年
））
し
か
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
偶
然
に
も
、
ご
両
名
と
も
北
海
道
大
学
の
先
生
で
あ
る
（
川
井
先
生
は
、
北
海
道
大
学
一
五
年
、
一
橋
大
学
二
〇
年
勤
務

（
川
井
健
「
民
法
判
例
と
時
代
思
潮
」
一
論
一
〇
七
巻
一
号
（
平
四
）
一
頁
～
一
九
頁
、
一
九
頁
））。

（
４
）
五
十
嵐
先
生
は
、フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
対
し
て
強
い
愛
着
を
持
た
れ
、一
九
九
八
年
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
同
窓
会
（
全
学
部
共
通
）
を
設
立
さ
れ
た
。
私
は
、

そ
の
遺
志
を
継
ぐ
形
で
同
窓
会
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
５
）
平
井
先
生
は
、
私
が
大
学
院
を
中
退
し
て
阪
大
に
就
職
し
た
翌
年
に
退
官
さ
れ
た
の
で
（
当
時
の
東
京
大
学
教
授
は
六
〇
歳
定
年
）、
先
生
の
東
京
大
学
時

代
の
（
研
究
者
の
）
弟
子
は
九
人
目
の
私
が
最
後
と
な
っ
た
。
八
名
の
先
輩
は
、
栗
田
哲
男
、
佐
藤
岩
昭
、
森
田
修
、
鈴
木
眞
次
、
陳
洸
岳
、
山
下
り
え
子
、

川
村
洋
子
、
山
口
成
樹
（
敬
称
略
）
で
あ
る
。

（
６
）
平
井
宜
雄
・
瀬
川
信
久
・
吉
田
邦
彦
「
民
法
学
の
方
法
・
思
想
・
思
考
様
式
」
北
大
四
七
巻
六
号
（
平
九
）
一
一
三
頁
～
二
〇
四
頁
〔
吉
田
邦
彦
『
民
法

学
の
羅
針
盤
─
─
激
動
の
時
代
へ
の
先
進
の
教
訓
─
─
』（
信
山
社
、
平
二
三
）
三
頁
～
九
四
頁
所
収
〕。
な
お
、「
討
論
」
に
お
け
る
瀬
川
教
授
の
発
言
で
、
私
の
手

付
に
つ
い
て
の
意
思
解
釈
の
判
例
研
究
（
最
判
平
成
五
・
三
・
一
六
民
集
四
七
巻
四
号
三
〇
〇
五
頁
法
協
一
一
三
巻
一
号
）
が
引
用
さ
れ
（
一
八
七
頁
）、
当
時
大
学

院
生
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
人
生
初
の
引
用
で
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

（
７
）
代
償
請
求
権
論
と
債
権
侵
害
論
が
密
接
な
関
係
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
形
式
的
に
、
民
法
典
制
定
後
の
学
説
史
に
お
い
て
、
起
草
者
の
見
解
と

「
断
絶
」し
て「
ほ
ぼ
全
面
的
に
ド
イ
ツ
で
の
議
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」石
坂
音
四
郎
博
士
の
立
論
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る（
拙

著
『
代
償
請
求
権
と
履
行
不
能
』
八
二
頁
）。
第
二
に
実
質
的
に
も
、
石
坂
博
士
は
、
一
方
で
、
代
償
請
求
権
肯
定
の
理
由
と
し
て
債
権
侵
害
に
よ
る
不
法
行

為
の
不
成
立
を
挙
げ
（
同
六
五
頁
）、
他
方
で
、
債
権
侵
害
に
よ
る
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
代
償
請
求
権
の
存
在
を
挙
げ
る
か
ら
で
あ

　

果
た
し
て
わ
が
国
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自
由
に
伸
び
伸
び
と
新
債
権
法
を
満
喫
し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。
報
告
は
以
上
で
す
。
ご
清
聴
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
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る
（
な
お
、
こ
れ
は
一
見
、
循
環
論
法
で
あ
る
が
、
代
償
請
求
権
肯
定
と
債
権
侵
害
に
よ
る
不
法
行
為
不
成
立
を
一
組
の
論
理
と
し
て
主
張
す
る
も
の
と
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
、
虚
偽
の
論
証
と
咎
め
立
て
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
同
六
五
頁
）。

（
８
）
林
教
授
と
私
は
、
学
会
デ
ビ
ュ
ー
同
期
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
が
私
法
学
会
個
別
報
告
「
ド
イ
ツ
新
債
務
法
に
お
け
る
特
定
物
売
買
の
今
日
的
課
題
」

（
二
〇
〇
六
年
、大
阪
市
大
）
を
行
っ
た
日
に
、林
教
授
も
個
別
報
告
（「
監
督
者
責
任
の
再
構
成
」）
さ
れ
た
（
な
お
、齋
藤
由
起
教
授
も
同
期
で
あ
る
）。

（
９
）
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
（
一
九
三
九
年
一
月
一
五
日
～
）（D

ieter Leipold, D
r. Jur., D

r. h.c. (Städtische U
niversität O

saka), D
r. h.c. (D

em
okritos 

U
niversität T

hrazien), o. Professor (em
.) für Bürgerliches Recht und Zivilprozessrecht an der U

niversität Freiburg i. Br.

）
は
、
民
事
法
学
の
泰
斗
で

あ
り
、
特
に
相
続
法
、
民
事
訴
訟
法
、
民
事
保
全
法
、
国
際
民
事
訴
訟
法
の
業
績
が
重
要
で
あ
る
。
中
で
も
、『
相
続
法
』
は
、
二
十
二
版
を
重
ね
て
い

る
定
番
中
の
定
番
で
、
ド
イ
ツ
相
続
法
に
つ
い
て
日
本
人
が
執
筆
し
た
今
世
紀
中
の
論
文
で
同
書
を
引
用
し
て
い
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ

る
。
ラ
イ
ポ
ル
ト
教
授
は
、①
書
物
を
通
し
て
研
究
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と
に
加
え
（『
相
続
法
』
の
ほ
か
、証
明
責
任
論
の
紹
介
と
し
て
、

石
田
穣
『
民
法
と
民
事
訴
訟
法
の
交
錯
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
五
四
）、
同
『
証
拠
法
の
再
構
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
五
五
）、
代
表
的
な
翻
訳
と
し
て
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ポ
ル
ト
（
円
谷
峻
訳
）『
ド
イ
ツ
民
法
総
論
─
─
設
例
・
設
問
を
通
し
て
学
ぶ
─
─
』（
成
文
堂
、
初
版
、
平
二
〇
、
第
二
版
、
平
二
七
）、
同
（
松
本
博
之
編
訳
）『
実
効

的
権
利
保
護
』（
信
山
社
、
平
二
一
））、
②
直
接
に
親
交
の
あ
っ
た
又
は
指
導
を
受
け
た
日
本
人
研
究
者
・
実
務
家
は
非
常
に
多
い
。

（
10
）
新
債
務
法
施
行
（
二
〇
〇
二
年
）
当
初
か
ら
学
説
上
活
発
に
議
論
さ
れ
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」（
特
定
物
売
買
に
お
い
て
も
代
物
請
求
で
き
る
か
否
か
。
上

記
二
〇
〇
六
年
の
私
法
学
会
大
会
で
私
が
個
別
報
告
し
た
論
点
）
と
並
ぶ
古
典
的
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
）
ム
ズ
ィ
ラ
ク
教
授
は
、
そ
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
学
風
と
明
晰
な
文
章
で
信
頼
の
厚
い
民
事
法
学
の
大
家
で
あ
る
。
肯
定
説
が
支
持
を
得
た
の
は
、
ム

ズ
ィ
ラ
ク
教
授
の
権
威
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）M

usielak, H
ans-Joachim

: D
ie Falschlieferung beim

 Stückkauf nach dem
 neuen Schuldrecht, N

JW
 2003. SS. 89-92, S. 89.

（
13
）Lorenz, Stephan: A

liud, peius und indebitum
 im

 neuen K
aufrecht, JuS 2003, SS. 36-40, S. 39.

（
14
）
し
か
し
、
例
外
と
し
て
、
債
務
の
不
存
在
を
知
っ
て
し
た
弁
済
に
当
た
れ
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
八
一
四
条
（
債
務
の
不
存
在
を
知
っ
て
し
た
弁
済
）
の
規
定
に

従
っ
て
、
買
主
は
そ
の
目
的
物
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
売
主
は
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）。

（
15
）M
edicus, D

ieter/ Lorenz, Stephan: Schuldrecht: ein Studienbuch, II. Besonderer T
eil, 17. A

ufl., M
ünchen 2014, Rn 127.

（
16
）A

ckerm
ann, T

hom
as: D

ie N
acherfüllungspflicht des Stückkäufers, JZ 2002, SS. 378-385, S. 381

の
設
例
で
あ
る
。

（
17
）A

ckerm
ann: aaO

, JZ 2002, S. 381.
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（
18
）Schulze, Götz: Rechtsfragen des Selbstbedienungskaufs, A

cP 2001, SS. 232-255, S. 236f

は
、「〔
レ
ジ
に
〕
持
っ
て
行
っ
た
物
の
購
入
が
買
主
に

と
っ
て
こ
と
さ
ら
大
切
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
か
ら
種
類
売
買
だ
と
言
う
。
同
旨
と
し
て
、Spickhoff, A

ndreas: D
er N

acherfüllungsanspruch 
des K

äufers, BB 2003, SS. 589-594, S. 590; Jakobs, M
atthias: D

ie kaufrechtliche N
acherfüllung, in: D

auner-Lieb, Barbara/ K
onzen, 

H
orst/ Schm

idt, K
arsten: D

as neue Schulrecht in der Praxis, K
öln, Berlin, Bonn, M

ünchen 2002, SS. 371-394.

（
19
）Bitter,G

eorg/ M
eidt, E

va: N
acherfüllungsrecht und N

acherfüllungspflicht des V
erkäufers im

 neuen Schuldrecht, ZIP 2001, SS. 
2114-2124, S. 2119; H

uber- H
uber, Peter/ Faust, Florian: Schuldrechtsm

odernisierung: Einführung in das neue Recht, M
ünchen 

2002, §13 Rn 20; O
echsler, Jürgen: Schuldrecht Besonderer T

eil V
ertragsrecht, M

ünchen 2003, Rn 140; O
etker, H

artm
ut/ 

M
aultzsch, Felix: V

ertragliche Schuldveältnisse, 2. A
ufl., Berlin, H

eidelberg, N
ew

 Y
ork 2004, S. 93; M

edicus, D
ieter: Schuldrecht: 

ein Studienbuch, II. Besonderer T
eil, 14. A

ufl., M
ünchen 2007 Rn 56; Fritzsche, Jörg: Fälle zum

 Schuldrecht I, 2. A
ufl., M

ünchen 
2005, S. 315; Schubel, Christian: D

as neue K
aufrecht, in: Schw

ab, M
artin/ W

itt, Carl-H
einz (H

rsg.): Exam
ensw

issen zum
 neuen 

Schuldrecht, 2. A
ufl., M

ünchen 2003, SS. 163-195, S. 178.

（
20
）
ド
イ
ツ
の
学
説
と
し
て
ど
ち
ら
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
文
献
の
数
も
重
要
だ
が
や
は
り
誰
が

0

0

主
張
し
て
い
る
か
も
重
要

な
要
素
と
な
る
。
文
献
の
中
で
大
家
と
言
え
ば
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
メ
デ
ィ
ク
ス
教
授
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
メ
デ
ィ
ク
ス
教
授
が
特
定
物
説
を
述
べ
て

い
る
教
科
書
の
改
訂
者
た
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、
─
─
親
し
く
ご
教
示
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
─
─
種
類
物
説
を
採
る
ら
し
い
（
書

店
で
平
積
み
に
さ
れ
て
い
る
本
は
、
一
番
上
の
も
の
が
汚
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら

0

0

0

0

0

0

（
実
際
に
汚
れ
て
い
れ
ば
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
）
二
番
目
の
も
の

を
引
き
抜
い
て
レ
ジ
に
持
っ
て
行
く
と
い
う
例
を
挙
げ
、
三
番
目
の
も
の
で
は
履
行
で
き
な
い
と
い
う
意
思
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
言
う
）。
メ
デ
ィ
ク
ス
教
授
は
自
ら
進

ん
で
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
を
改
訂
者
に
選
ん
だ
そ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
説
を
敢
行
す
る
ほ
ど
に
難
し
い
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

（
21
）
ち
な
み
に
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
で
も
、
異
な
る
物
の
給
付
は
「
契
約
不
適
合
（V

ertragsw
idrigkeit

）」
と
い
う
要
件
の
下
に
瑕
疵
と
等
置
さ
れ
て
い

る
（Bam

berger/ Roth-Saenger: U
N

K
aufRU

e A
rt. 35, 1. A

ufl., 2003 Rn 2

）。

（
22
）O

etker/ M
aultzsch: aaO

, 5. A
ufl., S. 93, Rn 164. 

な
お
、「
グ
リ
コ
ー
ル
入
り
ワ
イ
ン
」
の
例
は
、
味
付
け
の
た
め
に
有
害
な
グ
リ
コ
ー
ル
が
混

入
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ワ
イ
ン
が
出
回
っ
た
、
一
九
八
五
年
の
ワ
イ
ン
不
正
事
件
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
（
実
際
に
味
は
良
か
っ
た
ら
し
い
）。
わ
が
国
で

も
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ワ
イ
ン
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
っ
た
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
大
騒
動
と
な
っ
た
。

（
23
）
こ
う
考
え
る
の
がM

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 92. 

他
に
、Palandt/ Putzo: § 434, 64. A

ufl., 2005 Rn 52a; D
auner-Lieb. Barbara/ 
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A
rnold, A

rnd: N
och einm

al: D
ie Falschlieferung beim

 Stückkauf, JuS 2002, SS. 1175-1176, S. 1175. 

特
に
、Lorenz, Stephan: A

liud, 
peius und indebitum

 im
 neuen K

aufrecht, JuS 2003, SS. 46-40, S. 39

の
説
明
が
分
か
り
や
す
い
。

（
24
）M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 98. 

（
25
）Lorenz, aaO

, JuS 2003, S. 40.

（
26
）
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
の
規
定
の
見
出
し
（「
瑕
疵
が
あ
る
と
き
の
買
主
の
権
利
」）
か
ら
す
る
と
、
代
物
請
求
と
そ
れ
と
引
換
え
の
瑕
疵
あ
る
目
的
物
の
返

還
は
、
あ
く
ま
で
も
買
主
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
行
使
は
買
主
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
27
）
異
な
る
物
の
給
付
の
と
き
は
、
通
常
は
、
修
補
請
求
が
生
じ
な
い
。
不
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
28
）
買
主
は
、
よ
り
高
価
な
異
な
る
物
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
差
額
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
少
数
説
も
あ
る
（W

esterm
ann, H

arm
 Peter: 

D
as neue K

aufrecht einschließlich des V
erbrauchsgüterkaufs, JZ 2001, SS. 530-543, S. 534

）。
そ
こ
で
は
、債
務
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
、と
構
成
さ
れ
る
。

（
29
）D

auner-Lieb/ A
rnold: aaO

, S. 1175; Palandt/ Putzo: § 434, 64. A
ufl., 2005 Rn 52a.

（
30
）C

anaris, C
laus-W

ilhelm
: Schuldrechtsm

odernisierung 2002, M
ünchen 2002, Einführung S. X

X
III; L

orenz, Stephan/ R
iehm

, 
T

hom
as: Lehrbuch zum

 neuen Schuldrecht, M
ünchen 2002, S. 311 Rn 574; Lorenz: aaO

, JuS 2003, S. 39; K
öhler, H

elm
ut/ Lorenz, 

Stephan: Schuldrecht II, 17. A
ufl., M

ünchen 2004, S. 43; Fritzsche, Jörg: Fälle zum
 Schuldrecht I, 2. A

ufl., M
ünchen 2005, S. 238 Rn 

28ff.

（
31
）Canaris: aaO

, Schuldrechtsm
odernisierung 2002, Einführung S. X

X
III. 

こ
こ
で
、Identitäts-aliud, Q

ualifikations-aliud

と
い
う
概
念

を
用
い
た
本
報
告
の
説
明
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
教
授
の
理
解
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
の
用
い
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
カ
ナ
ー
リ
ス

教
授
の
理
解
が
一
般
的
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、「
こ
の
袋
の
塩
、
何
グ
ラ
ム
」
を
売
っ
た
と
し
よ
う
（
わ
が
国
の
平
成
二
九
年
改
正
前
の
数
量
指
示
売

買
に
当
た
る
特
定
物
売
買
で
あ
る
）。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
中
身
が
砂
糖
で
あ
っ
た
と
き
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
の
袋
（
特
定
物
）
が
引
き

渡
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は
異
な
る
物
の
給
付
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
特
定
物
が
塩
と
い
う
約
定
の
性
質
を
欠
く
だ
け
で
あ
る
か
ら
通
常
の
瑕
疵

（M
angel

）
で
あ
る
。「
こ
の
金
貨
」
が
現
実
に
は
銅
貨
で
あ
っ
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
、砂
糖
は
「
瑕
疵
あ
る
塩
」

で
は
な
い
た
め
、
通
常
の
瑕
疵
で
は
な
く
、Q

ualifikations-aliud

だ
と
い
う
説
も
示
さ
れ
て
い
る
（Schulze, G

ötz: Falschlieferung beim
 Stückkauf 

-U
nzulänglichkeit des Gesetzes?, N

JW
 2003, SS. 1022-1023, S. 1022

）。
つ
ま
り
、
①
（
通
常
の
）
瑕
疵
（M

angel

）、
②
同
一
性
の
あ
る
異
な
る
物

（Q
ualifikations-aliud

）、
③
同
一
性
の
な
い
異
な
る
物
（Identitäts-aliud

）
は
、
①
→
②
→
③
と
な
る
に
従
っ
て
程
度
が
甚
だ
し
く
な
る
こ
と
を
前
提
に
、
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②
の
外
延
を
広
く
解
す
る
異
論
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

（
32
）Regierungsentw

urf, BT
-D

rucks. 14/6040, S. 216.
（
33
）
さ
ら
に
、
意
思
と
し
て
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
契
約
改
訂
（
ド
イ
ツ
民
法
三
一
一
条
一
項
）
の
可
能
性
も
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

改
訂
の
合
意
に
達
し
た
事
実
が
あ
れ
ば
、
合
意
に
従
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
の
議
論
は
、
改
訂
の
合
意
が
存
在
し
な
い
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
、
契
約
改
訂
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。Lorenz: aaO

 JuS 2003, S. 40.

（
34
）
な
お
、
一
般
論
と
し
て
弁
済
意
思
（Erfüllungsw

ille

）
が
弁
済
の
要
件
で
あ
る
か
否
か
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
し
、
弁
済
自
体
に
は
い
か

な
る
主
観
的
事
情
も
要
件
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
（Palandt/ G

rüneberg: § 362, 79. A
ufl., 2020 Rn 1

）。

（
35
）C

anaris: aaO
, Schuldrechtsm

odernisierung 2002, S. X
X

III-X
X

IV
; M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 91; W

älterm
ann, Frank: D

ie 
M

ängelhaftung im
 neuen Schuldrecht – Rechtsfolge, T

atbestand und V
erjährung des A

nspruchs auf Schadensersatz für den 
M

angelschaden und den M
angelfolgeschaden, M

ünster, U
niv., D

iss., Frankfurt am
 M

ain 2004, S. 223; T
röger, T

obias: Grundfälle 
zum

 Sachm
angel nach neuem

 K
aufrecht, JuS 2005, SS. 503-511, S. 511. 

し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
異
な
る
物
の
給
付
が
物
の
瑕
疵
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
異
な
る
物
の
給
付
が
本
来
の
債
務
の
履
行

0

0

と
し
て
実
現
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
前
提
が
欠
け
る
と
き
は
、
異
な
る
物
の
給
付
は
物
の
瑕
疵
と
み
な
さ
れ
な
い
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
意
思
解
釈
の
問
題
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
の
売
買
に
お

い
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
弁
済
と
し
て
提
供
す
る
売
主
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
の
問
題
自
体
が
奇
想
天
外
で
あ
っ
て
存
在
し
な

い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
「
逃
げ
」
は
打
た
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
異
な
る
物
の
給

付
な
ど
あ
り
得
な
い
、
と
問
題
の
設
定
自
体
に
異
を
唱
え
る
こ
と
は
、
問
題
を
ち
ょ
ろ
ま
か
す

0

0

0

0

0

0

だ
け
で
、
有
意
義
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
36
）
そ
の
要
件
は
、
わ
が
国
の
民
法
七
〇
三
条
の
「
法
律
上
の
原
因
な
く
」
と
お
お
よ
そ
同
旨
で
あ
る
の
で
、
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

（
37
）M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 276. 

同
旨
を
説
く
者
と
し
て
、O

etker/ M
aultzsch: aaO

, 5. A
ufl., S. 99, Rn 171. 

（
38
）M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 277. O
etker/ M

aultzsch: aaO
, 5. A

ufl., S. 99, Rn 171

も
同
旨
。「
と
い
う
の
は
、『
異
な
る
物
の
給
付
』
を

保
持
す
る
法
律
上
の
原
因
が
存
在
す
る
の
は
、
売
主
が
そ
の
債
務
を
そ
れ
に
よ
っ
て
履
行
し
た
、
つ
ま
り
、
給
付
請
求
権
が
保
持
原
因
に
変
わ
っ
た
と

き
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
。

（
39
）T

hier, A
ndreas: A

liud- und M
inus-Lieferung im

 neuen K
aufrecht des Bürgerlichen Gesetzbuches, A

cP 203 (2003), SS. 399-428, 
S. 421. 

他
方
で
、
錯
誤
に
よ
る
取
消
し
（
ド
イ
ツ
民
法
一
一
九
条
）
を
認
め
、
取
消
権
行
使
に
よ
る
弁
済
の
遡
及
的
無
効
（
ド
イ
ツ
民
法
一
四
二
条
一
項
）
を
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理
由
と
す
る
、
引
き
渡
さ
れ
た
異
な
る
物
の
不
当
利
得
返
還
請
求
（
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
）
を
肯
定
す
る
。

（
40
）M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 89ff; D

auner-Lieb/ A
rnold: aaO

, S. 1175.
（
41
）M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 91.

（
42
）
こ
の
規
定
が
消
費
財
売
買
指
令
の
規
定
に
従
っ
て
、
区
別
の
困
難
を
回
避
す
る
た
め
に
異
な
る
物
の
給
付
を
一
律
に
物
の
瑕
疵
と
し
て
扱
う
経
緯
を
重

視
す
れ
ば
、
特
定
物
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付
も
瑕
疵
担
保
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
。
と

り
わ
け
ム
ズ
ィ
ラ
ク
教
授
が
こ
の
立
法
の
経
緯
を
強
調
す
る
（M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 92

）。
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
も
理
解
を
示
す
。「
そ
の
理
由
は
、

法
律
の
文
言

0

0

お
よ
び
特
定
物
売
買
と
種
類
売
買
と
を
広
く
等
置
し
よ
う
と
し
た
立
法
者
意
思

0

0

0

0

0

に
加
え
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
も
法
律
上
の
明
快
さ

（Rechtsklarheit

）
が
必
要
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。〔
も
し
否
定
説
を
採
れ
ば
〕
こ
こ
に
お
い
て
も
、
引
き
渡
さ
れ
た
物
が
目
的
物
な
の
か
否
か
（
特
定
物
に

お
い
て
は
代
替
物
か
容
易
に
交
換
可
能
な
物
か
な
ど
）
と
い
う
事
実
上
の
不
確
定
要
素
が
生
じ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」（M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 96

）。
傍

点
を
付
け
た
。

（
43
）
ひ
い
て
は
（
ド
イ
ツ
民
法
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
欧
州
共
同
体
指
令
と
し
て
の
）
消
費
財
売
買
指
令
の
規
定
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（D

auner-

Lieb/ A
rnold: aaO

, S. 1176

）。
ま
た
、
否
定
説
の
挙
げ
る
─
─
特
定
物
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
の
給
付
で
は
本
来
の
履
行
請
求
権
以
外
の
追
完
請
求
権
は
あ
り
得
な

い
と
い
う
─
─
理
由
書
の
叙
述
が
条
文
解
釈
の
決
定
的
根
拠
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
肯
定
説
か
ら
の
反
論
も
あ
る
（D

auner-Lieb/ A
rnold: aaO

, S. 

1175

）。
さ
ら
に
、
特
定
物
売
買
に
お
い
て
も
、
異
な
る
物
の
給
付
と
単
純
な
瑕
疵
あ
る
目
的
物
の
給
付
と
の
線
引
き
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
言
う
。

た
と
え
ば
、あ
る
画
家
の
絵
画
の
「
こ
の
絵
」
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
絵
に
は
二
つ
の
版
が
存
在
し
、「
こ
の
」
と
特
定
さ
れ
た
方
で
は
な
い
版
を
誤
っ

て
給
付
し
た
と
き
は
、
厳
密
に
は
異
な
る
物
の
給
付
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
瑕
疵
あ
る
目
的
物
の
給
付
と
扱
っ
て
よ
い
、
と
言
う
（D

auner-Lieb/ A
rnold: 

aaO
, S. 1176

）。

（
44
）M

edicus, D
ieter: Bürgerliches Recht, 19. A

ufl., K
öln 2002 Rn 288, S. 201-202; R

eischl, K
laus: Grundfälle zum

 neuen Schuldrecht, 
JuS 2003, SS. 865-870, S. 868; T

röger: aaO
, S. 511.

（
45
）
い
っ
た
ん
弁
済
と
し
て
引
き
渡
せ
ば
一
切
目
的
物
の
返
還
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
売
主
に
課
せ
ら
れ
る
注
意
の
は
か
な
り
高
度
・
厳
重

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
買
主
と
し
て
は
、
本
来
の
目
的
物
と
換
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
文
句
は
な
い
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
結
論
だ
け
見
れ
ば
、
肯
定
説
が
常
識
外
れ
な
こ
と
は
論
者
自
身
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 92

に
よ
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
「
避
け
る
べ
く
、
た
と
え
ば
、
最
後
の
常
套
手
段
と
し
て
、〔
異
な
る
物
の
給
付
保
持
を
主
張
す
る
〕
買
主
の
態
度
が
信
義
則
違
反
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で
あ
る
（treuw

idrig

）
と
判
断
す
る
よ
う
判
例
学
説
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
ま
た
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
の
規
定
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を

種
類
売
買
に
限
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
形
の
国
内
法
化
で
あ
っ
た
と
し
て
も
共
同
体
指
令
に
反
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
ム
ズ
ィ

ラ
ク
教
授
は
嘆
く
（M

usielak: aaO
, N

JW
 2003, S. 92

）。

（
46
）M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 277. 

（
47
）
わ
が
国
と
ド
イ
ツ
の
民
法
学
に
お
け
る
一
般
条
項
の
用
い
ら
れ
方
を
比
較
し
た
場
合
に
お
い
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
そ
の
敷
居
の
低
さ
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
を
情
報
提
供
義
務
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、T

anaka, K
oji: Inform

ationspflichten: Grundlagen im
 japanischen bürgerlichen 

Recht – T
reu und Glauben in der Rechtsprechung –, in: W

andlungen oder Erosion der Privatautonom
ie?, Berlin 2007, SS. 115-126, 

同
旨
を
脱
法
行
為
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、T

anaka, K
oji: Gesetzesum

gehung und Generalklauseln im
 Japanischen Zivilrecht in: 

Stürner, R
olf/ M

atsum
oto, H

iroyuki/ Lüke, W
olfgang/ D

eguchi, M
asahisa: FS Leipold, T

übingen 2009, SS. 1133-1141. 

（
48
）Lorenz: aaO

, JuS 2003, S. 39
で
は
、
軽
く
「
目
的
物
が
引
換
え
に
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
な
る
物
の
返
還
請
求
は
少
な
く
と
も
権
利
濫
用

的
で
は
な
い
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
一
年
後
のM

edicus/ Lorenz: aaO
 BT

, 2014, Rn 277

は
「
権
利
濫
用

0

0

0

0

の
問
題
だ
」（
傍
点
は
原
典
の
イ
タ
リ
ッ

ク
）
と
強
調
し
て
い
る
。

（
49
）M

edicus/ Lorenz: aaO
, BT

, Rn 278. 
現
時
点
で
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
説
は
、Lorenz: aaO

, JuS 2003, S. 39

の
も
の
と
比
べ
て
非
常
に
明
確
な
法
的

構
成
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
、
こ
の
論
点
が
相
当
な
難
問
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、
安
価
な
異
な
る

物
が
引
き
渡
さ
れ
た
次
の
事
案
を
設
例
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
買
主
に
厳
し
い
ロ
ー
レ
ン
ツ
説
の
全
体
像
が
分
か
る
。「
絵
画
蒐

集
家
の
Ｖ
が
Ｋ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
ド
ゥ
フ
ェ
ネ
ク
〔
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
画
家
〕
の
絵
画
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
、誤
っ
て
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ル
〔
と

い
う
ド
イ
ツ
の
画
家
〕
の
市
場
で
は
安
価
で
取
引
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
絵
画
を
引
き
渡
し
て
し
ま
っ
た
。
Ｋ
は
、
そ
の
絵
画
が
気
に
入
っ
て
保
持
し
た
い
が
、

で
き
れ
ば
代
金
減
額
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
と
き
は
、
異
な
る
物
が
高
価
か
安
価
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｖ
は
、
ド
ゥ
フ
ェ
ネ
ク
の
絵
画
の
引
渡
し

と
引
換
え
に
、
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
の
〔
不
当
利
得
の
〕
規
定
に
従
っ
て
返
還
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ゥ
フ
ェ
ネ
ク
の
絵
画
の
引
渡
し
〔
と

い
う
追
完
〕
の
期
間
設
定
の
徒
過
な
く
し
て
は
、
Ｋ
は
、
追
完
以
外
に
は
、
ラ
イ
プ
ル
の
絵
画
の
返
還
を
拒
む
何
ら
の
権
利
も
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
Ｖ
の
権
利
濫
用
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。」

（
50
）
こ
れ
に
対
し
、
エ
ト
カ
ー
＝
マ
ウ
ル
チ
ュ
説
は
、
売
主
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
売
主
が
異
な
る
物
の
給
付
を
認
識
し
て
遅
滞
な
く
行
使
し
な
い

限
り
、
信
義
則
上
（
ド
イ
ツ
民
法
二
四
二
条
）
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
若
干
異
な
る
解
釈
を
す
る
（O

etker/ M
aultzsch: aaO

, 5. A
ufl., S. 101, Rn 176

）。
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（
51
）
わ
が
国
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
数
量
超
過
給
付
が
契
約
不
適
合
か
ら
明
文
で
除

外
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
文
の
よ
う
な
種
類
売
買
に
お
け
る
適
合
種
類
物
の
数
量
超
過
給
付
も
ま
た
、
契
約
不
適
合
に
含
ま
れ
る
、
と
解
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
は
、
別
の
解
釈
の
余
地
も
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

（
52
）「
例
え
ば
、
顧
客
が
店
頭
に
陳
列
さ
れ
た
多
く
の
同
種
の
商
品
の
中
か
ら
一
つ
を
取
り
上
げ
、
レ
ジ
に
お
い
て
店
員
に
差
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
売
買

契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
な
ど
」
は
、「
主
観
的
に
代
替
性
を
有
す
る
特
定
物
売
買
」
だ
と
す
る
見
解
（
森
田
宏
樹
「
売
買
に
お
け
る
契
約
責
任
─
─
契
約
不
適

合
に
基
づ
く
担
保
責
任
の
意
義
」
平
井
追
悼
『
民
事
責
任
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
有
斐
閣
、
平
三
一
）
二
七
三
頁
～
三
〇
二
頁
、
三
〇
〇
頁
注
（
72
））
が
見
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
も
、
な
ぜ
特
定
物
売
買
な
の
か
に
つ
い
て
の
理
由
付
け
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、

従
来
は
議
論
に
実
益
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
種
類
物
と
判
断
し
て
も
実
際
に
は
レ
ジ
に
持
っ
て
行
っ
た
商
品
以
外
の
商
品
で
履

行
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

（
53
）
松
岡
久
和
「
第
五
六
五
条
」『
新
版
注
釈
民
法
（
一
四
）』（
有
斐
閣
、
平
五
）
二
三
六
頁
。

（
54
）
松
岡
久
和
・
前
掲
「
第
五
六
五
条
」『
新
版
注
釈
民
法
（
一
四
）』
二
二
八
頁
。

（
55
）
最
判
昭
和
四
三
・
八
・
二
〇
民
集
二
二
巻
八
号
一
六
九
二
頁
、
最
判
平
成
一
三
・
一
一
・
二
二
判
時
一
七
七
二
号
四
九
頁
。

（
56
）
た
と
え
ば
、
一
本
あ
た
り
千
円
で
ワ
イ
ン
を
一
二
本
、
と
い
う
売
買
は
、
─
─
ⓐ
を
欠
い
て
─
─
単
純
な
種
類
売
買
で
あ
り
、
引
き
渡
し
た
ワ
イ
ン
が
一

一
本
だ
け
で
あ
れ
ば
、
債
務
は
一
部
し
か
履
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
売
主
は
も
う
一
本
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
改
正
前
民
法
五

六
五
条
の
規
定
す
る
数
量
不
足
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
）。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
甲
箱
に
は
ワ
イ
ン
一
二
本
が
入
っ
て
い
て
一
本
あ
た
り
千
円
の
計
算
で
代
金
額

は
一
万
二
千
円
と
い
う
売
買
な
ら
ば
、
ⓐ
ⓑ
を
満
た
し
て
数
量
指
示
売
買
で
あ
り
、
実
際
に
は
甲
箱
に
ワ
イ
ン
が
一
一
本
し
か
な
け
れ
ば
、
数
量
不
足

と
な
っ
た
（
松
岡
久
和
「
数
量
不
足
の
担
保
責
任
に
関
す
る
立
法
者
意
思
」
龍
法
一
九
巻
四
号
（
昭
六
二
）
八
〇
頁
～
一
二
五
頁
、
一
一
九
頁
参
照
）。
な
お
、「
売
主
が

契
約
に
お
い
て
表
示
し
」
と
い
う
民
法
五
六
五
条
の
文
理
か
ら
す
る
と
、
売
買
が
数
量
指
示
売
買
で
あ
る
た
め
に
は
、
ⓐ
だ
け
で
足
り
る
よ
う
に
も
読

め
た
が
、
ⓑ
も
要
件
と
し
て
加
わ
り
、
同
条
の
規
定
の
適
用
範
囲
は
、
縮
小
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
売
主
の
債
務
の
目
的
た
る
数
量
が
指
示
（
合

意
）
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、買
主
の
（
代
金
）
債
務
の
目
的
も
売
主
の
債
務
に
つ
い
て
指
示
さ
れ
た
数
量
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、「
甲
土
地
は
何
坪
だ
」
と
い
う
合
意
（
ⓐ
）
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
坪
数
と
は
無
関
係
に
代
金
額
が
定
め
ら
れ
た
売
買
は
、
ⓑ
が
欠
け
て

数
量
指
示
売
買
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
甲
土
地
の
売
買
に
お
い
て
、
甲
土
地
の
坪
数
が
指
示
（
合
意
）
さ
れ
た
坪
数
に
不

足
す
る
と
き
は
─
─
数
量
指
示
売
買
で
は
な
い
の
で
改
正
前
民
法
五
六
五
条
の
規
定
は
適
用
不
可
能
だ
が
─
─
、
目
的
物
の
瑕
疵
が
数
量
不
足
を
含
む
と
解
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
改
正
前
民
法
五
七
〇
条
の
規
定
の
適
用
可
能
性
が
残
っ
た
（
松
岡
久
和
「
数
量
不
足
の
担
保
責
任
」
龍
法
二
四
巻
三
・
四
号
（
平
四
）
二
二
頁
～
五

四
頁
、
二
三
頁
は
、「
数
量
不
足
の
担
保
責
任
は
、
権
利
の
担
保
責
任
の
規
定
を
準
用
す
る
と
い
う
民
法
五
六
五
条
の
規
定
の
体
裁
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
質
は
瑕
疵
担

保
責
任
で
あ
る
」
と
言
う
）。

（
57
）
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
九
）」（
部
会
資
料
七
五
Ａ
）（
平
二
六
）
一
〇
頁
。「
数

量
不
足
及
び
一
部
滅
失
を
こ
こ
に
含
め
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
は
講
学
上
い
わ
ゆ
る
権
利
の
瑕
疵
と
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
物
理
的
な
欠
陥
と

質
的
な
連
続
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
す
る
と
、
履
行
の
追
完
を
請
求
す
る
権
利
や
代
金
減
額
請
求
権
を
含
む
買
主
の
救
済
手
段
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
物
理
的
な
欠
陥
の
場
合
と
共
通
の
処
理
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
58
）
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
・
前
掲
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
九
）」（
部
会
資
料
七
五
Ａ
）
二
四
頁
以
下
。

「
特
定
物
売
買
で
あ
る
か
不
特
定
物
売
買
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
性
状
に
関
す
る
契
約
不
適
合
の
場
合
と
異
な
り
、
数
量
不
足
は
外
形
上
明
白
で
あ
り
、

履
行
が
終
了
し
た
と
の
期
待
が
売
主
に
生
ず
る
こ
と
は
通
常
考
え
難
く
、
買
主
の
権
利
に
期
間
制
限
を
適
用
し
て
ま
で
、
売
主
を
保
護
す
る
必
要
性
は

乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
数
量
不
足
の
場
合
は
、
性
状
に
関
す
る
不
適
合
と
異
な
り
、
目
的
物
の
使
用
や
時
間
経
過
に
よ
る
劣
化
等
に
よ
り
比

較
的
短
期
間
で
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、法
律
関
係
の
早
期
安
定
と
い
う
期
間
制
限
の
趣
旨
が
妥
当
し
な
い
場
面
が
多
い
」た
め
、

と
言
う
。

（
59
）
つ
ま
り
、
改
正
前
民
法
五
六
五
条
は
、
物
の
瑕
疵
に
関
し
て
、
瑕
疵
担
保
責
任
（
改
正
前
民
法
五
七
〇
条
）
を
加
重
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

改
正
前
民
法
五
六
五
条
の
売
主
は
、「
数
量
指
示
」
と
い
う
特
別
の
合
意
に
応
じ
、
同
五
七
〇
条
の
売
主
よ
り
も
、
ⓐ
要
件
に
お
い
て
、
買
主
に
無
過
失

が
求
め
ら
れ
ず
（
改
正
前
民
法
五
六
五
条
）、
ⓑ
効
果
に
お
い
て
、
買
主
に
代
金
減
額
請
求
が
認
め
ら
れ
る
（
改
正
前
民
法
五
六
三
条
一
項
）、
と
い
う
重
い
責

任
を
負
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
差
を
な
く
し
た
平
成
二
九
年
改
正
法
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
数
量
指
示
」
と
い
う

要
件
が
存
在
意
義
を
失
い
、
ま
た
、
そ
の
文
言
の
解
釈
と
し
て
の
判
例
も
意
義
を
失
う
、
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
潮
見
佳
男
『
民
法
（
債
権
関
係
）
改

正
法
の
概
要
』（
き
ん
ざ
い
、
平
二
九
）
二
五
九
頁
は
反
対
。

（
60
）
最
判
平
成
一
三
・
一
一
・
二
七
民
集
五
五
巻
六
号
一
三
八
〇
頁
が
指
導
判
決
で
あ
る
。

（
61
）
我
妻
榮
『
新
訂
債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
三
九
）
二
一
三
頁
。

（
62
）
平
井
宜
雄
『
債
権
総
論
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
平
六
〔
初
版
は
昭
六
〇
〕）
一
六
四
頁
。

（
63
）
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
〔
増
補
版
〕』（
悠
々
社
、
平
四
〔
初
版
は
昭
五
七
〕）
四
九
一
頁
、
林
良
平
ほ
か
『
債
権
総
論
【
第
三
版
】』〔
石
田
喜
久
夫
〕（
青
林
書
院
、
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平
八
〔
初
版
は
昭
五
三
〕）
二
二
九
頁
。

（
64
）
以
下
の
記
述
は
、
中
田
裕
康
『
債
権
総
論 

第
四
版
』（
岩
波
書
店
、
令
二
〔
初
版
は
平
二
〇
〕）
三
五
三
頁
以
下
お
よ
び
滝
沢
昌
彦
「
弁
済
に
お
け
る
意
思

の
位
置
付
け
」
中
田
裕
康
・
道
垣
内
弘
人
編
『
金
融
取
引
と
民
法
法
理
』（
有
斐
閣
、
平
一
二
）
六
三
頁
～
九
四
頁
に
多
く
を
負
う
。

（
65
）
舟
橋
諄
一
『
法
律
学
全
集
一
八 

物
権
法
』（
有
斐
閣
、昭
三
五
）
三
〇
〇
頁
に
よ
れ
ば
、「
占
有
の
移
転
は
、当
事
者
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
う
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
占
有
の
効
果
も
移
転
し
、〔
…
…
〕
占
有
権
も
、
移
転
す
る
（
占
有
権
の
譲
渡
）。
こ
の
場
合
に
お
け
る
占
有
の
移
転
は
、
原
則
と
し
て
、

当
事
者
の
占
有
移
転
の
合
意
と
所
持
の
現
実
的
移
転
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
（
現
実
の
引
渡
し
）、
民
法
は
、
一
定
の
場
合
に
、
所
持
の
現
実
的
移
転
が

な
く
て
も
、
当
事
者
の
合
意
だ
け
で
、
占
有
を
移
転
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。

（
66
）
我
妻
榮
・
前
掲
『
新
訂
債
権
総
論
』
二
一
四
頁
以
下
。
現
在
で
も
、
弁
済
の
法
的
性
質
に
お
け
る
「
性
質
決
定
不
要
説
」
と
結
び
つ
き
や
す
く
（
我
妻

説
に
お
い
て
は
「
準
法
律
行
為
説
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
）、
有
力
で
あ
る
（
平
井
宜
雄
・
前
掲
一
六
四
頁
、
中
田
裕
康
・
前
掲
『
債
権
総
論 

第
四
版
』
三
五
三
頁
）。
そ

れ
に
対
し
、
肯
定
説
も
有
力
で
あ
る
（
奥
田
昌
道
・
前
掲
『
債
権
総
論
〔
増
補
版
〕』
四
八
九
頁
）。

（
67
）「
履
行
＝
特
定
合
意
に
つ
き
錯
誤
無
効〔
改
正
法
で
は
取
消
し
〕を
主
張
で
き
る
」と
す
る
北
居
功「
担
保
責
任
の
将
来
展
望
─
─
履
行
と
し
て
の
受
領
の
意
義
」

野
澤
正
充
編
『
瑕
疵
担
保
責
任
と
債
務
不
履
行
責
任
』（
日
本
評
論
社
、
平
二
一
）
四
九
頁
～
六
一
頁
、
五
九
頁
〔
同
・『
契
約
履
行
の
動
態
理
論
Ⅱ
』（
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
、
平
二
五
）
五
一
三
頁
～
五
二
八
頁
、
五
二
五
頁
所
収
〕
は
こ
の
趣
旨
か
。
た
し
か
に
、
民
法
九
五
条
三
項
二
号
に
「
同
一
の
錯
誤
」（
共
通
錯
誤
）

の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
た
め
に
平
成
二
九
年
改
正
前
よ
り
は
そ
う
解
し
や
す
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、

改
正
前
民
法
下
の
通
説
を
明
文
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
弁
済
の
錯
誤
取
消
し
と
は
無
関
係
で
あ
る
（
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
「
民
法
（
債
権

関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
一
〇
）」（
部
会
資
料
七
六
Ａ
）（
平
二
六
）
五
頁
）。

（
68
）
し
か
も
、
取
消
権
発
生
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
「
そ
の
錯
誤
が
法
律
行
為
の
目
的
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
き
」

と
い
う
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
（
滝
沢
昌
彦
・
前
掲
七
〇
頁
は
、
酒
屋
Ａ
が
Ｂ
Ｃ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ー
ル
の
注
文
を
受
け
、
Ｂ
に
配

達
す
る
つ
も
り
の
も
の
を
Ｃ
に
配
達
し
た
設
例
に
つ
い
て
、「
結
局
は
Ｃ
へ
も
配
達
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
『
要
素
』
の
錯
誤
に
は
該
当
し
な
い
」
と
言
う
。

し
か
し
、
錯
誤
が
な
け
れ
ば
弁
済
の
合
意
を
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
錯
誤
は
「
重
要
な
も
の
」
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
も
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
よ
う
な
見
解
や
、
弁
済
意
思
に
関
す
る
争
い
（
→
（
ｄ
））
を
乗
り
越
え
て
、
錯
誤
に
よ
る
取
消
し
を
肯
定
で
き
る
と
す
れ
ば
（
私
は
で
き
る

と
は
解
さ
な
い
が
）、
所
有
権
法
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
と
の
違
い
に
注
意
を
払
う
必
要
も
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け

る
の
と
は
異
な
り
、
錯
誤
取
消
し
に
よ
る
弁
済
の
遡
及
的
無
効
（
民
法
一
二
一
条
）
に
よ
り
、
売
主
に
は
所
有
権
が
遡
及
的
に
復
帰
す
る
た
め
、
物
権
的
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返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

（
69
）
わ
ず
か
に
磯
村
保
教
授
が
簡
潔
に
触
れ
る
（
磯
村
保
「
意
思
表
示
」
石
田
喜
久
夫
編
『
民
法
総
則
』（
法
律
文
化
社
、
昭
六
〇
）
一
一
九
頁
～
一
七
三
頁
、
一
五
八
頁
、

同
「
目
的
物
の
瑕
疵
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
」
法
教
一
六
九
号
二
九
頁
～
三
〇
頁
〔
磯
村
ほ
か
『
民
法
ト
ラ
イ
ア
ル
教
室
』（
有
斐
閣
、
平
一
一
）
三
〇
三
頁
～
三
三
二
頁
、
三

一
〇
頁
～
三
一
一
頁
所
収
〕）。

（
70
）「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
は
、「
Ａ
は
Ｂ
に
自
動
車
甲
の
注
文
を
受
け
た
の
で
、
車
両
を
仕
入
れ
て
引
き
渡
し
た
が
、
実
際
に
Ｂ
に
引
き

渡
さ
れ
た
車
両
は
全
く
性
能
の
異
な
る
車
両
乙
で
あ
っ
た
」
と
い
う
事
案
を
「
異
種
物
給
付
」
と
し
、「
こ
の
と
き
異
種
物
乙
を
受
領
し
た
買
主
Ｂ
は
、

そ
の
債
権
に
つ
い
て
Ａ
の
何
ら
か
の
履
行
を
受
領
し
て
い
る
以
上
、
Ｂ
に
甲
に
向
け
た
代
物
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
無
履
行
の
場
面
で
履
行
請
求

権
が
存
続
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
追
完
請
求
権
と
し
て
の
代
物
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
内
容
が
当
初
の
履
行
請
求
権
と

同
一
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
（
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針 

Ⅱ
─
─
契
約
お
よ
び
債
権
一
般
（
一
）

─
─
』（
商
事
法
務
、平
二
一
）
二
〇
三
頁
、二
〇
五
頁
）。
す
な
わ
ち
、異
な
る
物
の
給
付
が
瑕
疵
あ
る
物
の
給
付
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、

そ
こ
で
言
う
「
異
種
物
」
が
「
異
な
る
物
」
全
体
を
表
す
の
か
、「
種
類
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
」
を
表
す
の
か
、
不
明
確
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
拙
著

お
よ
び
本
報
告
で
は
、「
異
種
物
」
と
い
う
用
語
を
避
け
た
。
従
来
の
諸
拙
稿
で
は
、「
種
類
売
買
に
お
け
る
異
な
る
物
」
を
「
異
種
物
」
と
率
先
し
て

定
義
し
て
い
た
た
め
気
が
引
け
た
け
れ
ど
も
、
紛
れ
が
生
じ
る
の
で
改
め
た
。

（
71
）
わ
が
国
に
は
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
五
項
・
三
四
八
条
の
明
文
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
が
、
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
（
拙
著
四
二
二
頁
）。

（
72
）
な
お
、
広
く
、
弁
済
意
思
だ
け
で
な
く
、
契
約
成
立
時
の
意
思
に
つ
い
て
も
、
契
約
不
適
合
責
任
と
の
関
係
で
は
錯
誤
取
消
し
は
一
切
許
さ
れ
な
い
、

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
改
正
民
法
下
で
は
、
民
法
九
五
条
が
規
定
す
る
基
礎
事
情
の
錯
誤
は
、
民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
と
の
関
係
に
限
っ

て
は
、
一
般
則
・
特
則
の
関
係
に
立
ち
、
後
者
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
き
は
、
前
者
の
規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
、
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
従
来
「
瑕
疵
担
保
と
錯
誤
」
と
い
う
古
典
的
な
論
点
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
改
正
法
に
つ
い
て
も
、「
契
約
不
適
合
と
錯
誤
」
と
し
て
問
題

に
な
る
。
そ
こ
で
契
約
不
適
合
責
任
優
先
説
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
の
は
、
古
谷
貴
之
『
民
法
改
正
と
売
買
に
お
け
る
契
約
不
適
合
給
付
』（
法

律
文
化
社
、 

令
二
）
四
八
頁
以
下
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
報
告
は
同
書
に
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
拙
著
三
五
頁
～
三
七

頁
、
日
本
法
に
つ
い
て
拙
著
四
四
六
頁
～
四
五
五
頁
参
照
。

（
73
）BGH

, U
rteil vom

 15. 7. 2008 – V
III ZR 21/07, N

JW
 2008, 2837.

（
74
）BGH

, Beschluss vom
 14. 1. 2009 – V

III ZR 70/08, N
JW

 2009, 1660.
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（
75
）EuGH

, U
rteil vom

 16. 6. 2011 – C-65/09 u. C-87/09, N
JW

 2011, 2269. 

こ
う
し
て
、
欧
州
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
の
取
外
し
と
取
付
け
の

費
用
の
支
払
請
求
を
肯
定
し
、
か
つ
、
例
外
と
し
て
の
追
完
拒
絶
権
を
否
定
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
事
件
以
来
の
ド
イ
ツ
判
例
理

論
の
指
令
適
合
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、「
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
響
き
（Paukenschlag

）」（Lorenz, Stephan: Ein- und 
A

usbauverpflichtung des V
erkäufers bei der kaufrechtlichen N

acherfüllung, Ein Paukenschlag aus Luxem
burg und seine Folgen, N

JW
 2011, SS. 

2241-2245
）
の
よ
う
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
裁
判
所
の
判
決
に
「
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
る
（erschreckend

）」
の
は
、
そ
の
結
論
に
よ
っ
て

だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
理
由
付
け
の
程
度
の
低
さ
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
（Lorenz: aaO

, N
JW

 2011, S. 2242. 

欧
州
裁
判
所
に
鼻
毛
を
抜
か
れ
た
ド
イ
ツ
人
の

怒
り
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
欧
州
裁
判
所
は
、
自
ら
整
理
し
て
述
べ
る
と
お
り
、
そ
の
文
理
解
釈
の
他
に
は
、
さ
も
な
け
れ
ば
買
主
に
余
計
な
負
担
を
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
買
主
が
無
償
で
追
完
を
得
る
と
い
う
指
令
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
考
慮
だ
け
で
、
結
論
を
導
い
て
い
る
か
ら
で

あ
る
（Lorenz: aaO

, N
JW

 2011, S. 2242

）。
す
な
わ
ち
、
約
定
の
給
付
に
必
要
だ
か
ら
、
取
外
し
と
取
付
け
の
費
用
の
支
払
請
求
を
認
め
る
、
と
い
う
欧

州
裁
判
所
の
論
理
は
、「
結
論
を
先
取
り
し
て
い
る
（ergebnisorentiert

）」
だ
け
で
あ
り
、「
循
環
論
法
に
近
い
（einem

 Zirkelschluss nahe

）」（
い
ず
れ

の
表
現
も
、Lorenz: aaO

, N
JW

 2011, S. 2243

）。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
が
従
う
べ
き
消
費
財
売
買
指
令
三
条
は
、
当
事
者
の
意
思
を
補
充
・
推
定
す
る
役

割
を
担
う
任
意
規
定
に
関
す
る
指
令
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
規
定
の
解
釈
の
実
質
は
、
当
事
者
の
意
思
を
補
充
・
推
定
す
る
（
仮
定
的
）
意
思
解
釈
に
他
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
取
外
し
と
取
付
け
の
費
用
の
支
払
請
求
に
お
い
て
は
、
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
の
取
外
し
と
取
付
け
の
費
用
を
売
主
・

買
主
の
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
か
の
約
定
が
現
実
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
り
に
約
定
し
て
い
れ
ば
ど
の
よ
う
に
定
め
た
で
あ
ろ
う
か
、
と

い
う
仮
定
的
な
「
約
定
」
が
解
釈
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
そ
の
解
釈
こ
そ
が
問
題
の
中
心
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
欧
州
裁
判
所
の
論
理
は
、
そ
の
「
約
定
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
一
言
も
な
い
。
む
し
ろ
、「
約
定
の
給
付
に
必
要
だ
か
ら
、
取
外
し
と
取
付
け
の

費
用
の
支
払
請
求
を
認
め
る
」、
と
い
う
論
理
に
お
い
て
、
欧
州
裁
判
所
は
、
あ
た
か
も
「
約
定
の
給
付
」
が
先
天
的
に
明
ら
か
で
あ
る
か
の
よ
う
な
態

度
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
定
的
な
「
約
定
」
の
解
釈
の
た
め
に
立
法
資
料
を
用
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
様
々
な
事
例
を
想
定
し
て
緻
密
な
解
釈
を

打
ち
立
て
て
き
た
ド
イ
ツ
民
法
学
者
の
態
度
と
は
、
余
り
に
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

（
76
）BGH
, U

rteil vom
 21. 12. 2011 – V

III ZR 70/08, N
JW

 2012, 1073.

（
77
）BGH

, U
rteil vom

 17. 10. 2012 – V
III ZR 226/11, N

JW
 2013, 220. 

こ
こ
で
の
「
ゴ
ム
」
は
、
人
工
芝
運
動
場
建
設
資
材
で
あ
っ
た
。

（
78
）BGH

, U
rteil vom

 2. 4. 2014 – V
III ZR 46/13, N

JW
 2014, 2183.

（
79
）
従
来
の
同
条
三
項
・
四
項
は
そ
れ
ぞ
れ
新
四
項
・
新
五
項
と
な
っ
た
。



ドイツ売買論の現在

［41］北法72（4・310）1268

（
80
）
そ
れ
に
対
し
、
契
約
は
、
あ
く
ま
で
売
買
で
あ
っ
て
請
負
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
取
付
け
・
取
外
し
ま
で
は
「
代
替
物
の
引
渡
し
」
に
含
ま
れ
な
い
、

と
い
う
否
定
説
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
否
定
説
を
採
っ
た
場
合
に
、
取
付
け
・
取
外
し
の
費
用
相
当
額
は
、
売
主
に
帰
責
事
由
が
あ

る
と
き
に
は
そ
れ
を
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
五
六
四
条
、
民
法
四
一
五
条
一
項
）、
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
。

（
81
）
な
お
、
こ
の
よ
う
に
追
完
費
用
を
売
主
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
は
、
そ
の
負
担
は
価
格
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
事
業
者
に
と
っ

て
対
処
で
き
な
い
ほ
ど
の
不
利
益
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
既
に
言
わ
れ
て
い
る
（
拙
著
二
四
〇
頁
）。
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討
論

（
講
演
者
）
田
中
宏
治

（
司　

会
）
林 

誠 

司

（
発
言
順
）
曽
野
裕
夫

吉
田
邦
彦

林 

耕 

平

根
本
尚
徳

得 

津 

晶

が
よ
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
基
本
的
に
は
ま
ず
、
弁
済
と

し
て
の
給
付
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
見
て
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
不

当
利
得
に
よ
る
返
還
の
話
に
な
る
、
と
。
弁
済
と
し
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
法
律
上
の
原
因
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
給
付
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
尋
ね
し
た
い
こ
と
が
二
点
あ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
一
点
細
か
い
こ
と
で

す
。
弁
済
と
し
て
な
さ
れ
た
場
合
に
買
主
が
追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と

が
「
法
律
上
の
原
因
」
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
む
し
ろ
、
契

約
に
基
づ
い
て
弁
済
が
な
さ
れ
た
訳
で
す
か
ら
、
契
約
自
体
が
法
律
上
の
原

因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
追
完
請
求
権

の
取
得
が
「
法
律
上
の
原
因
」
な
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

田
中
宏
治
（
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
）
曽
野
先
生
、
非
常
に
重
要

な
ご
質
問
、
お
そ
ら
く
他
の
方
も
疑
問
に
思
わ
れ
て
そ
の
点
を
説
明
す
る
こ

と
が
こ
の
問
題
の
分
か
り
や
す
さ
に
繋
が
る
ご
質
問
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
改
正
前
の
法
律
と
比
較
を
す
る
と
、
曽
野
先
生
に
対
す
る
お
答
え
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
か
つ
て
は
無
か
っ
た
追
完
請
求
権
の
規
定
が

改
正
で
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
で
も
日
本
で
で
も
同
様
で
す
〔
ド
イ
ツ

で
は
、
改
正
前
も
種
類
売
買
に
つ
い
て
だ
け
は
追
完
請
求
権
が
規
定
さ
れ
て
い
た
（
ド
イ

ツ
民
法
旧
四
八
〇
条
一
項
）〕。

　

も
し
、
追
完
請
求
権
の
規
定
が
無
く
、
追
完
請
求
権
を
買
主
が
取
得
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
給
付
保
持
は
で
き
ま
せ
ん
。
目
的
物
以
外
の
「
異
な
る
物
」

を
引
き
渡
し
て
も
、
弁
済
と
し
て
と
い
う
意
思

0

0

が
あ
る
だ
け
で
は
、
弁
済

0

0

で

は
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
保
持
の
「
法
律
上
の
原
因
」
に
は
な

林
誠
司
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
・
司
会
）
田
中
先
生
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ど
こ
か
ら
で
も
ご
自
由
に
御
議
論
を

お
願
い
し
ま
す
。
ご
発
言
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
画
面
を
オ
ン
に
し
て
い

た
だ
く
か
、
あ
る
い
は
ボ
タ
ン
で
の
挙
手
を
お
願
い
し
ま
す
。
曽
野
先
生
お

願
い
し
ま
す
。

（
一
）「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
「
法
律
上
の
原
因
」

曽
野
裕
夫
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
田
中
先
生
、
今
日
は
ど
う

も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。
約
定
の
目
的
物
よ
り
も
高
価
な
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
の
問
題

点
は
面
白
く
て
、
日
本
で
議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
中
先
生
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
結
論
を
、
私
は
、
常
識
的
で
落
ち
着
き
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ら
ず
、
不
当
利
得
が
成
立
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
改
正
後
は
買
主
が
追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
の
で
、
そ
れ
を
「
法

律
上
の
原
因
」と
し
て
保
持
で
き
る
か
、と
い
う
の
が
ド
イ
ツ
で
問
題
に
な
り
、

そ
れ
が
日
本
で
も
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。「
法
律
上
の
原

因
」
が
何
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
、
弁
済
と
し
て
給
付
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
買
主
が
追
完
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
だ
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
〔
拙
著
一
〇
九
頁
「
３ 

肯
定
説
が
素
直
な
解
釈
か
？
」
参
照
〕。

（
二
）「
弁
済
と
し
て
」
の
解
釈

曽
野　

お
尋
ね
し
た
い
こ
と
の
二
点
目
は
、
そ
も
そ
も
弁
済
と
し
て
な
さ
れ

た
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、

と
い
う
の
を
敷
衍
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

田
中　

そ
れ
は
、弁
済
と
な
る
か
ど
う
か
の
意
思
解
釈
の
問
題
で
す
。そ
し
て
、

意
思
解
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
は
ド
イ
ツ
で
も
、
こ
の
「
異
な
る
物

の
給
付
保
持
」
の
問
題
に
特
殊
な
解
釈
方
法
が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
意
思
解
釈
と
し
て
弁
済
と
し
て
な
さ
れ
た
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
〔
二
（
五
）（
ｂ
）〕。

曽
野　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
続
け
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
売
買
契
約
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
し
た
、
と
い
う
場
合
に
お
い
て
、

何
を
引
き
渡
し
て
い
る
か
勘
違
い
し
て
い
る
と
か
、
契
約
が
何
で
あ
っ
た
か

を
勘
違
い
し
て
い
た
と
か
、
と
い
う
と
き
に
は
、
弁
済
の
意
思
は
あ
っ
て
、

後
は
錯
誤
の
話
に
な
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
弁
済
の
意
思
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

弁
済
と
し
て
引
き
渡
す
場
合
と
、
弁
済
で
な
く
単
に
引
き
渡
す
場
合

の
二
つ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
分
か
り
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
販
売
店
が
、
社
内
の
ミ
ス
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
書
類
を
作
っ
て
Ｂ
Ｍ

Ｗ
を
引
き
渡
し
て
し
ま
い
、
買
主
も
─
─
通
常
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
い
と
思
い

ま
す
が
─
─
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
ゴ
ル
フ
の
区
別
も
付
か
な
い
よ
う
な
車
に
疎
い
人
で
、

引
き
渡
さ
れ
た
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
自
分
が
買
っ
た
ゴ
ル
フ
だ
と
思
っ
て
、
利
用
し
て

し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
他
人
か
ら
、「
そ
れ
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
じ
ゃ
な
い
か
」

と
指
摘
さ
れ
て
、「
え
、
そ
う
な
の
？
」
と
な
っ
た
場
合
に
、
給
付
保
持
が
認

め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
肯
定
説
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
弁
済
と
し
て
で
は
な
く
単
に
引
き
渡
し
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
例
は
、
た
ま
た
ま
ゴ
ル
フ
を
売
っ
た
販
売
店
が
、
ゴ
ル
フ
の
売
買
契

約
と
は
全
く
無
関
係
に
、
ゴ
ル
フ
の
買
主
に
対
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
す
機

会
が
あ
っ
た
、
と
い
う
場
合
に
は
、
弁
済
と
し
て
引
き
渡
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
給
付
保
持
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

曽
野　

た
と
え
ば
、
代
車
と
し
て
、
引
き
渡
す
、
と
い
う
場
合
に
は
弁
済
に

は
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
。

田
中　

は
い
、
代
車
の
場
合
も
そ
う
で
す
。

曽
野　

し
か
し
、
契
約
の
履
行
を
す
る
つ
も
り
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
渡
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
に
は
、
弁
済
の
意
思
は
あ
る
、
と
田
中
先
生
は
考
え
る
の
で

す
か
。

田
中　

は
い
、
意
思
は
あ
り
、
取
り
消
せ
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

（
三
）「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
と
任
意
規
定
の
解
釈
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曽
野　

と
い
う
こ
と
は
、
契
約
の
履
行
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
し
た
場
合

に
は
給
付
保
持
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

田
中　

は
い
。
た
だ
、
こ
こ
は
、
ド
イ
ツ
人
に
訊
い
て
も
意
見
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
、
直
接
に
規
定
の
解
釈
と
し
て
問
題
に
な

る
の
は
、
ド
イ
ツ
民
法
八
一
二
条
一
項
の
「
法
律
上
の
原
因
」
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
売
買

0

0

の
規
定
に
従
っ
て
追
完
請
求

0

0

0

0

権0

が
発
生
す
る
こ
と
が
「
法
律
上
の
原
因
」
に
な
る
か
否
か
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
本
質
的
に
は
、
売
買
規
定
の
解
釈
の
問
題
で
す
。
そ
し
て
、
売
買
の
規

定
は
、
任
意
規
定
で
す
の
で
、
究
極
的
に
は
、
社
会
通
念
に
沿
っ
た
解
釈
を

す
る
べ
き
だ
、
と
い
う
点
ま
で
は
ド
イ
ツ
人
も
一
致
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ

人
の
判
断
が
分
か
れ
る
の
は
、
一
般
の
取
引
で
、
異
な
る
物
が
給
付
さ
れ
た

と
き
に
保
持
を
認
め
る
の
が
社
会
通
念
な
の
か
、
認
め
な
い
の
が
社
会
通
念

な
の
か
、
で
す
。
肯
定
説
が
多
数
説
と
い
う
の
は
、
保
持
を
認
め
る
の
が
社

会
通
念
に
合
う
と
い
う
意
見
が
多
数
だ
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
売
買
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
し
た
と
い
う
の
は
、
極
端
な
講
学
事

例
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
多
い
と
言
わ
れ
る
の
は
、
通
信
販
売
の
例
で
す
。

ど
う
し
て
通
信
販
売
が
出
て
く
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
買
主
が
現
物
を
目
で

確
認
し
て
受
け
取
る
訳
で
は
な
い
の
で
、「
買
っ
た
物
と
は
違
い
ま
す
よ
」
と

言
う
機
会
が
な
い
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
並
み
の
ビ
ー
ル
を
買
っ
た
の
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
が
通
信
販
売
で
起
っ

た
場
合
に
、
社
会
通
念
上
売
主
は
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
を
返
し
て
く
れ
と
は

言
え
な
い
は
ず
だ
、
そ
の
よ
う
な
社
会
通
念
が
実
現
す
る
よ
う
に
任
意
規
定

を
解
釈
す
る
べ
き
だ
、
と
い
う
判
断
を
肯
定
説
は
す
る
わ
け
で
す
。

曽
野　

最
後
の
と
こ
ろ
を
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、も
う
一
度
お
願
い
し
ま
す
。

田
中　

は
い
。
売
買
の
規
定
は
任
意
規
定
で
す
の
で
、
そ
の
解
釈
は
究
極
的

に
は
当
事
者
意
思
の
解
釈
で
す
。
そ
も
そ
も
任
意
規
定
の
解
釈
と
は
、
こ
れ

こ
れ
の
場
合
の
当
事
者
意
思
は
社
会
通
念
上
こ
う
解
釈
す
る
べ
き
だ
、
と
い

う
判
断
で
す
の
で
、
異
な
る
物
の
給
付
が
さ
れ
た
場
合
の
当
事
者
意
思
は
社

会
通
念
上
保
持
を
認
め
る
、
と
解
釈
す
る
べ
き
だ
、
と
判
断
す
る
の
が
肯
定

説
で
す
。

曽
野　

契
約
解
釈
の
話
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
中　

は
い
。
任
意
規
定
の
解
釈
は
意
思
解
釈
に
帰
し
ま
す
の
で
、
契
約
解

釈
の
話
、
と
言
え
ま
す
。

（
四
）
錯
誤
取
消
し
の
可
否

曽
野　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
ゴ
ル
フ
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
話
で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
ゴ

ル
フ
だ
と
思
っ
て
ゴ
ル
フ
の
安
い
価
格
で
売
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う「
錯
誤
」

の
問
題
で
す
。
も
し
こ
の
場
合
に
錯
誤
の
取
消
が
認
め
ら
れ
る
と
し
ま
す
と
、

そ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
の
話
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

田
中　

は
い
。
そ
の
点
も
、
今
日
の
私
の
報
告
の
中
で
は
省
略
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
、
錯
誤
の
事
例
と
の
関
連
も
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
の
点
に
つ

い
て
の
ご
指
摘
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

曽
野
先
生
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
事
例
は
、
─
─
曽
野
先
生
が
意
識
的
に

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
─
─
「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
事
例
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
わ
ゆ
る
「
基
礎
事
情
の
錯
誤
」、
あ
る
い
は
従
来
の
言
葉
で
の
「
動
機

の
錯
誤
」
の
事
例
で
す
。
そ
の
場
合
に
、
法
改
正
に
よ
っ
て
現
在
の
わ
が
国
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で
は
、
契
約
不
適
合
責
任
規
定
と
錯
誤
規
定
の
重
複
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

曽
野
先
生
は
、
そ
の
場
合
に
錯
誤
の
規
定
が
適
用
さ
れ
う
る
、
と
い
う
多
数

説
を
前
提
に
、
弁
済
の
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
こ
と
と
間
に
問
題
が
生
じ

る
、
と
い
う
趣
旨
の
ご
発
言
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

曽
野　

整
合
性
の
問
題
で
す
。

田
中　

は
い
。
そ
の
点
ド
イ
ツ
で
は
、
弁
済
の
錯
誤
取
消
し
も
で
き
な
い
し
、

し
か
も
、「
基
礎
事
情
の
錯
誤
」
に
よ
る
取
り
消
し
も
で
き
な
い
、
と
一
貫
し

て
錯
誤
規
定
の
適
用
を
排
除
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、日
本
法
で
も
そ
う
解
釈
す
べ
き
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

契
約
不
適
合
責
任
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
錯
誤
取
消
し
の

規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
、
と
解
釈
す
る
べ
き
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
比
較
的
多
数
の
人
は
、
錯
誤
の
規
定
も
適
用
で
き
る
し
契
約
不

適
合
責
任
の
規
定
も
適
用
で
き
る
、
そ
れ
ら
は
選
択
的
に
主
張
で
き
る
、
と

お
考
え
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
解
釈
と
は
違
っ
て
、「
契
約
不
適

合
責
任
優
先
説
」
と
い
う
、
─
─
こ
れ
は
私
の
学
説
で
は
な
く
京
産
大
の
古
谷
貴
之

先
生
の
学
説
な
の
で
す
が
─
─
学
説
に
私
は
賛
成
し
て
い
ま
す
〔
注
（
72
）、
拙
著

四
五
四
頁
〕。

曽
野　

は
い
。
ド
イ
ツ
で
は
錯
誤
規
定
と
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
法
で
も
、
ど
ち
ら
に
転
ぶ
に
せ
よ
、
整
合

性
を
取
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
お
考
え
で
す
か
。

田
中　

そ
う
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
弁
済

0

0

の

意
思
と
契
約
締
結

0

0

0

0

の
意
思
と
は
、
錯
誤
に
つ
い
て
は
理
論
上
異
な
る
扱
い
で

も
よ
い
と
は
思
う
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
整
合
性
を
取
っ
た
方
が
、
美
し
い

解
釈
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
。

曽
野　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
中　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
五
）
瑕
疵
担
保
か
ら
見
た
学
説
と
実
務

吉
田
邦
彦
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
い
い
で
す
か
、
田
中
君
。

田
中　

は
い
。
吉
田
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

吉
田　

田
中
君
、
ご
報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、「
そ
も
そ

も
論
」
に
入
る
前
に
、
ご
報
告
に
即
し
な
が
ら
三
つ
ほ
ど
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
つ
は
、
今
日
は
二
つ
の
問
題
を
お
話
し
さ
れ
、
後
者
は
判
例
・
法
改
正

が
あ
る
、
前
者
の
方
は
、
─
─
日
本
の
債
権
法
改
正
で
も
議
論
が
無
か
っ
た
と
の
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
─
─
ド
イ
ツ
の
議
論
は
、Zum

 Beispiel

と
い
う
頭
の
中
で

の
議
論
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

田
中　

は
い
。
そ
う
な
の
で
す
。

吉
田　

確
認
し
た
か
っ
た
の
は
、
前
者
に
裁
判
例
が
無
い
、
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
ね
。

田
中　

は
い
。

吉
田　

裁
判
例
が
無
く
て
も
、
先
程
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
通
信
販
売
の
よ
う

な
事
例
が
実
際
上
出
て
く
る
、
と
い
う
議
論
の
実
際
上
の
重
要
性
と
い
う
点

か
ら
確
認
し
た
次
第
で
す
。
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
民
法
五
七
〇

条
で
は
、
た
と
え
ば
、
欠
陥
住
宅
問
題
が
現
実
に
は
凄
い
数
が
あ
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
民
法
学
者
の
多
く
の
議
論
が
社
会
的
要
請
に
応
え
て
こ
な
か
っ



シンポジウム

［46］ 北法72（4・305）1263

た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
な
の
か
、

と
い
う
知
見
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
ほ
し
い
、
と
思
い
ま
す
。

田
中　

は
い
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
流
石
と
言
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
失

礼
な
言
い
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
全
体
の
中
で
の
私
の
報
告
の
位
置
づ
け

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
け
る
ご
質
問
で
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
と
い
う
論
点
を
今
日
の
報
告
の
中
で
選

ん
だ
理
由
を
先
程
、
古
典
的
論
点
だ
か
ら
だ
、
と
申
し
述
べ
ま
し
た
。
が
、

も
う
一
言
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
古
典
的
な
二
大
論
点
の
一
つ
と

言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
も
う
一
つ
は
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」

と
い
う
論
点
で
す
。
こ
れ
は
注
（
10
）
に
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
が
、
要
す
る

に
特
定
物
売
買
に
お
い
て
も
瑕
疵
あ
る
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
に
代
物
請
求

で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
、
契
約
成
立
時
の
意
思
と
売
買
の
規
定
が
正
面

か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
す
。
結
局
は
、
売
買
の
規
定
の
方

を
優
先
し
て
、
特
定
物
売
買
で
も
代
物
請
求
を
肯
定
す
る
、
と
ド
イ
ツ
の
判

例
は
考
え
る
わ
け
で
す
〔
拙
著
五
八
頁
参
照
〕。
そ
し
て
、「
異
な
る
物
の
給

付
保
持
」
の
問
題
で
も
、
売
買
の
新
し
い
規
定
を
貫
い
て
い
く
と
、
目
的
物

と
は
異
な
る
物
を
保
持
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
契
約
成
立
時
の
当
事
者
の
意

思
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
訳
で
す
。
そ
し
て
多
数
説
は
、
売
買
の
規
定
を
貫

く
と
い
う
点
で
「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
と
共
通
し
た
解
釈
を
採
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
論
点
が
二
大
論
点
で
、
前
者
に
は
判
例
が
あ
り
、
後
者
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
論
点
に
つ
い
て
判
例
が
出
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

出
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

吉
田
先
生
の
ご
指
摘
は
、
わ
が
国
で
も
瑕
疵
担
保
責
任
に
つ
い
て
学
界
が

多
大
な
労
力
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
務
上
は
必
ず
し

も
役
に
立
た
な
か
っ
た
、
特
に
今
回
の
債
権
法
改
正
上
は
、
余
り
有
効
に
は

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
お
答
え
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
瑕
疵
担
保

の
議
論
を
日
本
人
の
私
が
勉
強
し
て
痛
感
す
る
の
は
、
学
界
の
議
論
が
判
例
・

立
法
と
非
常
に
上
手
く
結
び
つ
い
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。
学
界
も
判
例
・

立
法
を
重
視
し
ま
す
し
、
判
例
・
立
法
も
学
界
を
重
視
す
る
。
要
す
る
に
、

学
説
を
引
用
し
て
判
決
を
書
き
、
学
説
を
引
用
し
て
立
法
を
す
る
、
と
い
う

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
率
直
に
羨
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
日
の
論
点
と
の
関
係
で
言
い
ま
す
と
、
当
初
か
ら
瑕
疵
担
保
の
二

大
古
典
論
点
で
あ
っ
た
、「
特
定
物
の
代
物
請
求
」
の
方
は
、
一
五
年
前
（
二

〇
〇
六
年
）
に
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
が
出
た
た
め
に
、
論
争
の
対
象
と
し

て
の
論
点

0

0

と
し
て
は
消
滅
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
教
科
書
で
は
、
十
五
年
前

と
比
べ
て
格
段
に
記
述
の
量
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
、
以
前
は
一
頁
半
位
に
わ

た
っ
て
書
か
れ
て
い
た
の
が
現
在
で
は
三
行
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
す
る

に
、
学
界
の
議
論
を
判
例
が
吸
収
し
て
昇
華
し
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
方
は
、
判
例
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
で
も
論
争
の
対
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
の
後
半
で
扱
っ
た
「
追
完
請
求
権
の
範
囲
」
の
論
点
も
、
判

例
が
出
続
け
て
い
る
間
は
、
教
科
書
な
ど
で
も
非
常
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
た
の
が
、
立
法
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
や
は
り
論
争
の
対
象
で
は
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
教
科
書
な
ど
の
説
明
は
三
行
位
で
簡
単
に
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
判
例
・
学
説
・
立
法
の
三
者
が
協
同
し
て
論
点
を
発
見
し
て
熱
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く
議
論
を
し
て
解
決
し
、
判
例
が
確
定
す
る
か
法
改
正
が
実
現
し
た
後
は
論

点
と
し
て
は
消
滅
す
る
、
と
い
う
の
は
法
の
発
展
が
非
常
に
明
確
で
羨
ま
し

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
改
正
前
民
法
五
七
〇
条
の
瑕
疵
担
保
の
問
題

に
つ
い
て
は
、「
塩
釜
声
の
新
聞
社
事
件
」〔
最
判
昭
三
六
・
一
二
・
一
五
民
集
一

五
巻
一
一
号
二
八
五
二
頁
〕
な
ど
判
例
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
判
例
の
意
味
が
分

か
ら
ず
に
、〔
判
例
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
法
文
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
そ
れ
を
延
々
と
学
説
が
議
論
し
続
け
て
い
た
も
の
で
す
。

無
益
と
は
決
し
て
言
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
労
力
を
費
や
し
た
わ
り
に
は
、

結
局
、
判
例
と
学
説
と
の
間
の
連
携
が
上
手
く
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念

に
思
う
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
て
、
お
答
え
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
六
）
パ
ン
デ
ク
テ
ン
式
法
典
編
纂
に
お
け
る
「
売
買
」

吉
田　

二
番
目
は
、
日
本
の
債
権
法
改
正
で
、
─
─
特
定
物
の
ド
グ
マ
な
ど
に
も

関
係
し
ま
す
け
れ
ど
も
─
─
五
六
二
条
で
は
特
定
物
・
種
類
物
の
区
別
を
せ
ず
、

潮
見
君
等
の
尽
力
で
、「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
ざ
っ
く
り
と
包
括

的
に
収
め
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
下
森
先
生
は
ご
不
満
を
お
持
ち
だ
、

と
い
う
論
文
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、
法
律
は
も

う
こ
う
な
っ
た
の
だ
か
ら
、と
言
う
の
か
。
し
か
し
、ド
イ
ツ
の
先
生
の
方
が
、

緻
密
な
類
型
論
と
言
う
か
、
き
ち
ん
と
分
け
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の

日
本
の
通
説
は
、
特
定
物
か
ど
う
か
を
大
前
提
と
す
る
か
が
議
論
だ
け
れ
ど

も
、実
際
上
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
、と
い
う
面
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

で
す
か
ら
、
債
権
法
改
正
で
ざ
っ
く
り
包
括
的
に
な
っ
た
か
ら
、
債
権
法
改

正
後
は
そ
れ
で
リ
セ
ッ
ト
を
掛
け
て
行
く
、
と
い
う
よ
う
に
最
後
の
結
び
で

は
聞
こ
え
た
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
民
法
学
の
数
十
年
の
歴
史
が
あ
っ
て
、

五
十
嵐
先
生
や
北
川
先
生
の
議
論
が
転
換
点
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

過
般
の
債
権
法
改
正
に
繋
が
っ
て
い
る
。し
か
し
、ド
イ
ツ
の
議
論
を
見
る
と
、

そ
い
う
い
う
流
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
ご
教
示
い
た
だ
き

け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

田
中　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
で
は
、
そ
も
そ
も
私
が
も
う
少
し
強
調
し
て
ご

報
告
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
特
定
物
・
種
類
物
の
区
別
が
無
く

な
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
「
売
買
」
の
問
題
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
も
、
わ
が
国
で
も
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
式
の
民
法
典
編
纂
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
契
約
各
論
の
「
売
買
」
の
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
の
区
別

は
問
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
総
論
の
レ
ベ
ル
、
そ
れ
か
ら
、
民
法
総
則

の
法
律
行
為
の
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
区
別
は
残
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
売

買
契
約
」
と
い
う
の
は
、「
売
買
」
で
あ
る
と
い
う
段
階
と
、「
契
約
」
で
あ

る
と
い
う
段
階
と
、「
法
律
行
為
」
で
あ
る
と
い
う
段
階
と
三
段
階
持
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
う
ち
「
売
買
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
目
的

物
が
特
定
物
・
種
類
物
か
を
問
わ
な
い
と
い
う
だ
け
で
す
。
そ
の
区
別
が
困

難
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
〔
二
（
一
）（
ｂ
）〕、
売
買
法
の
適
用
に
お
い

て
は
両
者
を
区
別
し
な
い
、
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
売
買
契
約
」
が
成
立
し
た
場
合
の
効
力
は
、
①
「
売

買
」、
②
「
契
約
」、
③
「
法
律
行
為
」
と
い
う
三
つ
の
効
力
の
組
合
せ
で
あ

る
わ
け
で
す
が
、①
の
当
事
者
と
し
て
の
「
買
主
」
に
は
、「
特
定
物
買
主
」「
種

類
買
主
」
と
い
う
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、②
「
契
約
」、③
「
法
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律
行
為
」
の
当
事
者
と
し
て
は
、
特
定
物
債
権
者
・
種
類
物
債
権
者
と
い
う

区
別
は
厳
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
あ
く
ま
で
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン

式
法
典
編
纂
を
前
提
と
し
た
、「
売
買
」
の
目
的
物
に
関
し
て
特
定
物
・
種
類

物
の
区
別
が
一
切
無
く
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
ド
イ
ツ
法
で
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
法
で
も
同
様
に
解
釈
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

日
本
法
の
契
約
不
適
合
責
任
を
、
─
─
従
来
、
瑕
疵
担
保
責
任
は
、「
特
定
物
売
主
」

の
法
定
責
任
だ
、
と
い
う
学
説
が
有
力
で
し
た
け
れ
ど
も
─
─
「
特
定
物
売
主
」
の

責
任
だ
、
と
解
釈
す
る
の
は
─
─
下
森
先
生
が
そ
れ
を
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
〔
下

森
定
「
新
給
付
障
害
法
に
関
す
る
一
所
感
─
─
修
正
法
定
責
任
説
か
ら
見
た
新
給
付
障
害

法
─
─
」
志
林
一
一
八
巻
二
号
（
令
二
）
三
九
頁
～
一
三
四
頁
〕
は
存
じ
て
お
り
ま
す
が

─
─
は
難
し
く
な
っ
た
、
と
思
い
ま
す
。

（
七
）
利
益
考
量
（
衡
量
）
論
と
の
関
係

吉
田　

三
つ
目
は
、
続
き
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
異
な
る
物
の
給
付
保
持
を

認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
追
完
請
求

権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
う
す
る
と
引
換
え
給
付
的
な
も
の
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
保
持
も
認
め
る
の
だ
と
、
お
話

し
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
方
法
論
的
に
は
、
ド
イ
ツ
で
細
か

な
議
論
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
要
は
、
売
主
・
買
主
の
利
益
考
量
を
や
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
、と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、原
則
・

例
外
の
違
い
は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
利
益
考
量
上
穏
当
な
所
に
落
ち

着
か
せ
る
こ
と
を
両
国
と
も
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
捉
え
方

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
の

が
第
三
点
で
す
。

田
中　

た
し
か
に
、
結
論
を
利
益
考
量
で
導
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
学
説
を
色
々
見
る
と
、
ド
イ
ツ
人
は
、
日

本
人
に
比
べ
て
法
律
構
成
が
好
き
で
結
論
を
重
視
し
な
い
よ
う
に
も
見
え
る

の
で
す
が
、
実
は
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
論
を
非
常
に
重
視
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
問
題
で
も
、
ど
ち
ら
を
原

則
に
す
る
に
せ
よ
、
例
外
と
し
て
の
一
般
条
項
の
適
用
を
認
め
ま
す
の
で
、

肯
定
説
を
採
る
場
合
に
で
も
、
目
的
物
の
何
百
倍
・
何
千
倍
の
価
値
の
あ
る
、

た
と
え
ば
、
石
こ
ろ
を
買
っ
た
と
こ
ろ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
引
き
渡
さ
れ
た
場

合
に
は
一
般
条
項
を
用
い
て
返
還
請
求
を
認
め
ま
す
。
逆
に
、
否
定
説
を
採

る
場
合
に
で
も
、
追
完
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
期
間
の
経
過
後
は
返
還
請
求

を
認
め
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
利
益
考
量
を
ド
イ
ツ
人
も
や
っ
て
い
て
、
そ
の

結
果
、
落
と
し
所
と
し
て
の
結
論
が
大
き
く
は
違
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
ど
ち
ら
が
原
則
か
、
と
い
う
法
的
構
成
を
ド
イ
ツ
人

は
議
論
す
る
の
で
す
。

吉
田　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
す
が
ド
イ
ツ
法
学
に
通
じ
て
お
ら
れ
る

と
言
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
推
測
で
す
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ

民
法
学
の
面
白
さ
と
い
う
の
は
、
向
こ
う
の
先
生
は
議
論
好
き
と
い
う
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
意
見
の
違
い
を
鮮
明
に
し
て
、
そ
し
て
議
論
を

戦
わ
せ
る
の
を
好
む
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
場

合
は
、
恩
師
の
世
代
は
─
─
星
野
先
生
を
含
め
て
─
─
論
争
好
き
だ
っ
た
の
で
、

面
白
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
、
そ
う
い
う
民
法
学
の
状
況
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
、
ド
イ
ツ
の
方
が
面
白
い
の
か
な
、
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と
推
測
し
た
り
し
ま
し
た
。
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
中　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
八
）
売
主
が
主
体
的
に
追
完
す
る
権
利
の
否
定

林
（
誠
）　

そ
れ
で
は
、
林
耕
平
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

林
耕
平
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）
林
耕
平
と
申
し
ま
す
。
初
め

ま
し
て
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ご
報
告
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
興
味
深
く
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
問
は
、前
半
部
分
の「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」の
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

肯
定
説
の
理
由
付
け
と
し
て
、
二
（
二
）
の
最
後
の
段
落
で
「
そ
う
だ
と
す

る
と
」
と
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
四
条
三
項
で
「
異

な
る
物
」
を
「
瑕
疵
あ
る
物
」
と
扱
う
と
、
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
そ
う
だ
と
す
る
と
、
買
主

0

0

の
方
が
本
来
の
目
的
物
を
代
物
請
求
す

る
と
き
に
だ
け
、
そ
れ
と
引
換
え
に
異
な
る
物
の
返
還
義
務
が
生
じ
る
の
で

あ
る
か
ら
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
五
項
）」
と
い
う
の
が
肯
定
説
の
理
由
付
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ド

イ
ツ
民
法
四
三
九
条
五
項
は
、
売
主
が
瑕
疵
の
な
い
物
を
引
き
渡
し
た
と
き

は
、
売
主
は
、
買
主
に
対
し
て
、
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
条
文
を
単
純
に
読
ん
だ
だ
け
だ
と
、

買
主
か
ら
の
代
物
請
求
を
受
け
て
売
主
が
代
物
給
付
を
す
る
場
合
だ
け
で
は

な
く
て
、
買
主
が
代
物
請
求
し
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
売
主
が
自
ら
代
物
給
付

を
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
、
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
説
は
、
同
項
の
規
定
を
、
買
主
が
代
物
請
求
を
す
る

場
合
に
限
定
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
買
主
が
代
物
請
求
を
し

な
い
と
き
は
、
売
主
が
代
物
給
付
を
す
る
権
利
は
無
い
の
だ
、
つ
ま
り
追
完

権
は
無
い
の
だ
、
と
い
う
の
が
肯
定
説
の
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
だ
、

と
思
う
の
で
す
。

田
中　

そ
れ
は
、
暗
黙
で
は
な
く
て
、
明
文
の
規
定
が
あ
る
、
と
通
常
解
釈

し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
の
規
定
と
同
四
三
九
条
一
項
の
規
定

で
す
。
ま
ず
、ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
が「
瑕
疵
が
あ
る
と
き
の
買
主
の
権
利
」

と
い
う
表
題
の
規
定
で
、「
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
、〔
…
…
〕
買
主

は
、
第
四
三
九
条
の
規
定
に
従
い
追
完
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
、
追
完
と
い
う
の
は
買
主
の
権
利
だ
と
い
う
こ
と

を
明
示
す
る
根
拠
規
定
だ
と
通
常
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
〔
二
（
三
）
注
（
26
）〕。

つ
ぎ
に
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
一
項
が
「
追
完
」
と
い
う
表
題
の
規
定
で
、

「
買
主
は
、
追
完
と
し
て
、
そ
の
選
択
に
従
い
、
瑕
疵
の
修
補
又
は
瑕
疵
の
な

い
代
物
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
、

追
完
の
た
め
の
瑕
疵
修
補
と
代
物
給
付
の
選
択
に
つ
い
て
も
買
主
の
権
利
だ

と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
根
拠
規
定
だ
と
通
常
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
〔
拙
著
一

〇
九
頁
「
３ 

肯
定
説
が
素
直
な
解
釈
か
？
」
も
参
照
〕。

林
（
耕
）　
追
完
請
求
権
が
買
主
の
権
利
だ
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
と
、
売
主
に
追
完
権
が
あ
る
か
ど

う
か
と
は
直
ち
に
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
通

常
の
履
行
請
求
権
を
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
履
行
請
求
権

は
、
も
ち
ろ
ん
買
主
の
権
利
で
す
が
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
三
条
二
項
で
、
買

主
の
受
領
義
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
て
、
売
主
の
履
行
権
と
言
っ
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て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
履
行
請
求
権
と
履
行
権
が
両
立
す
る
規

律
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
追
完

請
求
権
と
追
完
権
が
両
立
し
う
る
の
で
は
無
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

田
中　

追
完
は
、そ
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
売
主
で
す
の
で
、買
主
の
権
利
は
、

追
完
請
求
権

0

0

0

で
す
。
売
主
の
方
が
、
─
─
買
主
が
追
完
を
望
む
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
─
─
追
完
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
否
定
に
解
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、「
追
完
権
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
〔
拙

著
一
三
九
頁
〕。
現
在
で
は
「
追
完
権0

」
と
言
う
言
葉
は
、
あ
た
か
も
売
主
に

主
体
的
に
追
完
を
す
る
権
利
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
、
ド
イ
ツ

で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
「
追
完
の
機
会
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
壊
れ
た
自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場

合
に
、
直
そ
う
と
思
え
ば
簡
単
に
直
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
十
万
円
の
金

銭
支
払
を
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
売
主
に
酷
な
の
で
、
買
主

が
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
前
に
一
旦
は
売
主
に
追
完
の
機
会
を
与
え
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
追
完
の
催
告
を
す
る
、
と
い
う
制
度
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
追
完
の
機
会
を
追
完
権
と
は
現
在
で
は
言
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
国
で
も
、
使
わ
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
し
、
先

生
方
の
文
献
を
見
て
も
、
追
完
権
と
い
う
言
葉
を
慎
重
に
避
け
て
お
ら
れ
る

方
も
い
ま
す
の
で
、
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
の
心
配
は
ご
無
用
な
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
い
ま
す
〔
拙
著
四
二
一
頁
「
５ 

「
追
完
権
」
と
い
う
名
称
」
参
照
〕。

林
（
耕
）　

ド
イ
ツ
の
一
般
的
な
見
解
は
、ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
の
規
定
で
、

追
完
が
買
主
の
請
求
権
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売
主
が
追
完

す
る
権
利
と
し
て
の
「
追
完
権
」
と
い
う
の
は
無
い
の
で
あ
っ
て
、
追
完
が

問
題
に
な
る
の
は
、
買
主
が
追
完
請
求
し
た
と
き
だ
け
だ
と
考
え
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
か
。
要
す
る
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
同
条
に
書
い
て
あ

る
と
読
む
の
が
一
般
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
中　

は
い
。
そ
う
で
す
。

林（
耕
）　

そ
う
し
ま
す
と
、先
程
田
中
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、追
完
の
優
先
、

つ
ま
り
、
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
、
代
金
減
額
、
解
除
と
い
う
救
済
手
段

を
行
使
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
売
主
に
対
し
て
追
完
の
機
会
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
ド
イ
ツ
民
法
が
採
用
し
て
い
る
こ
と
と
、

売
主
に
「
追
完
権
」
を
認
め
な
い
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
、
両
立
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
中　

は
い
。
そ
う
で
す
。

（
九
）
瑕
疵
あ
る
物
を
引
き
渡
す
だ
け
で
は
売
主
の
帰
責
事
由
は
肯
定
さ
れ

な
い
こ
と

林
（
誠
）　

は
い
。
そ
れ
で
は
、他
に
ど
な
た
か
。
曽
野
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

曽
野　

タ
イ
ル
の
事
件
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
日
本
法
の
解
釈
論
と
し

て
、
田
中
先
生
は
、
取
外
し
の
費
用
も
取
付
け
の
費
用
も
損
害
賠
償
と
し
て

認
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
中　

い
い
え
。
損
害
賠
償
と
し
て
で
な
く
て
も
認
め
ま
す
。
損
害
賠
償
と

し
て
認
め
る
に
は
帰
責
事
由
が
必
要
な
の
で
、
帰
責
事
由
を
要
せ
ず
、
追
完

と
し
て
認
め
る
、
と
い
う
全
面
肯
定
説
で
す
。
損
害
賠
償
の
話
が
出
て
く
る

の
は
、
否
定
説
を
採
る
場
合
で
す
。
追
完
と
し
て
の
費
用
償
還
請
求
は
認
め

な
い
け
れ
ど
も
売
主
に
帰
責
事
由
が
あ
る
と
き
に
は
損
害
賠
償
請
求
と
し
て
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認
め
る
、
と
い
う
の
が
否
定
説
で
す
。

　

そ
の
話
に
は
前
提
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ル
事
件
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ

ク
事
件
、
─
─
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
床
敷

き
を
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
み
合
わ
せ
で
作
る
た
め
の
建
材
の
こ
と
で
す
が
─
─
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
売
主
に
は
帰
責
事
由
が
無
い
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
。
売
主
は
そ
れ
ら
を
自
ら
製
造
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引

渡
し
後
の
変
色
に
つ
い
て
責
任
が
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
主

に
も
、
取
付
け
取
外
し
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
、
と
い
う
の
が
全
面
肯
定
説

で
す
。
帰
責
事
由
が
無
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
と
い
う
の

が
問
題
の
前
提
に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
を
き
ち
ん
と
報
告
で
説
明
し
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
分
か
り
難
か
っ
た
と
思
い
ま
す
〔
拙
著
二
三
〇
頁
参
照
〕。

曽
野　

い
い
え
。
た
だ
、
日
本
法
の
発
想
か
ら
し
ま
す
と
、
小
売
店
が
、
タ

イ
ル
を
売
っ
て
、
そ
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
、
と
い
う
と
き
に
、
買
主
が
損

害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
敷
き
詰
め
た
タ
イ

ル
の
変
色
の
た
め
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
使
え
な
く
て
営
業
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
損
害
賠
償
請
求
で
き
て
、
帰
責
事
由
が
無
い
と
い
う
理
由
で
免
責
は
さ

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
タ
イ
ル
を
剥
が
し
て
代
物
を
敷
き
詰
め
る
損
害
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

田
中　

そ
の
場
合
に
ド
イ
ツ
で
は
、
帰
責
事
由
が
存
在
し
な
い
た
め
に
損
害

賠
償
請
求
で
き
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

曽
野　

営
業
利
益
を
失
っ
た
例
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
は
で
き
ま
す
か
。
タ

イ
ル
が
─
─
変
色
と
い
う
の
で
は
事
案
が
良
く
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
─
─
タ
イ

ル
が
弱
く
て
砕
け
て
し
ま
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
入
れ
な
い
か
ら
営
業
が
で
き

な
い
、
と
い
う
例
で
は
ど
う
で
す
か
。

田
中　

そ
の
場
合
に
も
、
売
主
に
は
帰
責
事
由
が
な
い
、
と
判
断
さ
れ
る
の

が
通
常
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
売

主
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
な
る
は
ず
で
す
。

曽
野　

日
本
法
で
も
同
じ
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

日
本
法
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
入
れ
て
転
売
す
る
だ
け
の
、

単
な
る
納
入
者
に
す
ぎ
な
い
売
主
に
は
帰
責
事
由
は
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

曽
野　

タ
イ
ル
の
引
渡
債
務
は
結
果
債
務
な
の
で
、
潮
見
佳
男
先
生
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
〔
例
え
ば
、
潮
見
佳
男
『
新
契
約
各
論
Ⅰ
』（
信
山
社
、
令
三
）
一
五

五
～
一
五
六
頁
〕、
不
可
抗
力
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
適
合
し
た
物
を
引
き
渡
さ
な

か
っ
た
こ
と
自
体
に
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
て
、
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
田
中
先
生
が
損

害
賠
償
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
根
拠
は
、
帰
責
性
が
無
い
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

は
い
。
そ
う
で
す
。
そ
う
思
い
ま
す
。

吉
田　

今
の
点
の
確
認
で
す
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
は
、
帰
責
事
由
に
つ
い
て

過
失
と
イ
コ
ー
ル
に
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
し
か
し
、
潮
見
君
の
近
年
の
議

論
だ
と
、
ド
イ
ツ
も
、
帰
責
事
由
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
も
希
釈
化
さ
れ
て
、

結
果
不
実
現
で
帰
責
事
由
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
流
・
英
米
流
の

厳
格
責
任
的
な
契
約
責
任
と
い
う
解
釈
が
定
着
し
て
く
れ
ば
、
帰
責
事
由
が

無
い
場
合
と
い
う
の
は
ド
イ
ツ
で
も
非
常
に
限
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

田
中　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
売
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買
契
約
に
お
け
る
売
主
が
単
な
る
転
売
者
＝
納
入
者
だ
と
い
う
場
合
─
─
非
常

に
多
い
場
合
だ
と
思
い
ま
す
が
─
─
、
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
瑕

疵
の
存
在
に
つ
い
て
売
主
に
は
帰
責
事
由
は
無
い
、
と
い
う
前
提
で
ド
イ
ツ

人
は
常
に
議
論
し
て
い
ま
す
〔
拙
著
二
三
〇
頁
参
照
〕。

吉
田　

や
は
り
、
狭
い
の
で
す
ね
。

田
中　

は
い
。
狭
い
の
で
す
。

吉
田　

ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
一
〇
）
取
付
け
・
取
外
し
の
費
用
償
還
請
求
は
追
完
請
求
で
あ
る
こ
と

曽
野　

で
は
、
損
害
賠
償
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
費
用
償
還
請
求
の
根
拠
は

追
完
請
求
権
で
す
か
。

田
中　

は
い
。
費
用
償
還
が
追
完
に
含
ま
れ
る
、
と
解
釈
し
ま
す
。
そ
れ
を

明
文
で
立
法
化
し
た
の
が
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
三
項
の
規
定
で
す
。
わ

が
国
の
場
合
に
は
、こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、条
文
と
し
て
は
、

民
法
五
六
二
条
一
項
の
規
定
す
る
「
代
替
物
の
引
渡
し
」
に
含
め
る
、
と
い

う
解
釈
に
な
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
私
の
今
日
の
ご
説
明
で
す
。

曽
野　
「
取
外
し
」
ま
で
は
追
完
の
一
環
だ
と
し
て
も
、
代
物
を
敷
き
詰
め
る

の
は
、
本
来
の
給
付
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
売
主
が
引
き
受

け
て
い
た
の
は
「
引
渡
し
」
ま
で
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
含
め
て
し
ま
う
の

は
ど
う
か
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
の
点
で
、「
取
付
け
」
費
用
の
請
求
を

認
め
な
か
っ
た
タ
イ
ル
事
件
と
「
取
外
し
」
と
「
取
付
け
」
費
用
の
双
方
に

つ
い
て
請
求
を
認
め
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
事
件
と
の
違
い
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

田
中　

い
い
え
、そ
の
点
で
は
同
じ
で
す
。
そ
し
て
、「
取
外
し
」と「
取
付
け
」

を
区
別
す
る
、
と
い
う
学
説
も
ご
ざ
い
ま
す
が
〔
拙
著
二
六
九
頁
注
（
117
）〕、
多

く
の
否
定
説
は
、
両
方
と
も
負
担
し
な
く
て
よ
い
、
と
い
う
見
解
で
す
。

　

曽
野
先
生
の
ご
質
問
で
有
り
難
か
っ
た
の
が
、
こ
の
事
案
の
特
徴
の
ご
指

摘
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
手
の
事
件
で
は
、
目
的
物
の
価
額
の
何
倍
も
の
費

用
が
掛
か
る
、
た
と
え
ば
、
今
日
の
設
例
（
三
（
一
）（
ａ
））
で
、
タ
イ
ル
の

売
買

0

0

代
金
が
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
、
敷
き
詰
め
る
請
負

0

0

代
金
が
二
，
〇
〇
〇
ユ
ー

ロ
と
四
倍
掛
か
る
、
こ
れ
は
日
本
で
も
お
そ
ら
く
そ
う
で
、
売
買
代
金
よ
り

取
付
け
費
用
の
方
が
高
額
に
な
る
、
と
い
う
の
が
事
案
の
特
徴
で
す
。
そ
の

よ
う
な
高
額
の
費
用
を
、
安
い
売
買

0

0

代
金
し
か
受
け
て
い
な
い
売
主
に
負
担

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
元
々
の
ド
イ
ツ
人
の
多
数
の
意
見
で

す
。
そ
れ
が
欧
州
裁
判
所
で
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
人
は
怒
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
仕
方
が
な
い
か
ら
法
改
正
し
た
、
と
い
う
の
が
一
連
の
流

れ
な
の
で
す
。

　

詳
し
い
ご
説
明
を
す
る
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
レ
ジ
ュ
メ
の
注

（
75
）
の
と
こ
ろ
に
や
や
詳
し
く
書
い
て
お
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
事
件
で
費
用
は
売
主
が
負
担
し
な
く
て
よ
い
、
と
い
う
こ
と

を
連
邦
通
常
裁
判
所
（
わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
）
が
言
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

欧
州
裁
判
所
が
、「
い
や
、
そ
れ
で
は
駄
目
だ
、
負
担
せ
よ
」
と
言
っ
た
の
が
、

ド
イ
ツ
人
に
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で
、〔
二
〇
一
一
年
〕
当
時
非
常
に
大
き
な
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
曽
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
安
い
タ

イ
ル
を
売
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
何
倍
も
の
費
用
を
、
請
負
人

0

0

0

で

は
な
い
売
主

0

0

が
工
事
費
用
を
払
わ
さ
れ
る
の
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
問
題
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意
識
だ
っ
た
の
で
す
。

曽
野　

は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田
中　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
一
一
）
ド
イ
ツ
民
法
新
四
三
九
条
三
項
の
射
程

林
（
誠
）　

そ
れ
で
は
、
根
本
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

根
本
尚
徳
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
根
本
尚
徳
で
す
。
今
の
点

に
関
連
し
て
、
田
中
先
生
の
お
考
え
と
、
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

裁
判
所
の
肯
定
説
と
い
う
考
え
方
の
内
容
あ
る
い
は
射
程
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
が
先
生
の
お
話
を
聴
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
こ
と
は
、
こ

の
肯
定
説
と
い
う
考
え
方
に
も
、
一
定
の
前
提
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
事
案
の
目
的
物
は
、
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
り
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
り
、ゴ
ム
で
あ
っ
た
り
、桟
で
あ
っ
た
り
、

定
型
的
に
と
申
し
ま
す
か
、
ど
れ
も
建
物
に
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
物
で
す
。置
物
に
す
る
の
で
は
な
く
、取
り
付
け
る
の
が
通
常
で
、

取
り
付
け
て
初
め
て
意
味
を
成
す
物
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
取
り
付
け
ら
れ

た
上
で
一
定
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
ま
で
が
そ
れ
ら
の
物
の
売
買
契

約
の
内
容
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
、
だ
か
ら
こ
そ
、
買
主
は
売
主
に
対

し
て
費
用
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
、
肯
定

説
の
言
う
「
目
的
物
が
契
約
内
容
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
う
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
立
場
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」〔
三
（
二
）（
ａ
）〕
と
い
う
こ
と

な
の
だ
、
と
理
解
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
い
わ
ば
事
例
限
定
的
に

理
解
を
す
る
と
、
肯
定
説
と
否
定
説
と
の
間
の
違
い
も
案
外
に
小
さ
い
の
で

は
な
い
か
、
と
も
考
え
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
田
中
先
生
と
吉
田
邦
彦
先
生
と

の
や
り
取
り
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
は
、
結
論
で
は
大
き
く
異
な
ら
な

く
て
も
、
条
文
な
ど
と
の
関
係
で
原
理
的
・
理
論
的
な
対
立
を
示
し
、
議
論

を
深
め
る
、
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
肯
定
説
と
否
定
説
と
の

対
立
も
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
な
、
と
考
え
て
い
た
次
第
で
す
。
し
か
し
、

田
中
先
生
と
曽
野
先
生
と
の
や
り
取
り
を
伺
っ
て
い
る
と
、
田
中
先
生
は
も

う
少
し
広
い
射
程
を
肯
定
説
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
、
と
疑
問
に
感

じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
宜
し
い
で
し
ょ

う
か
。
つ
ま
り
、
肯
定
説
の
本
来
の
内
容
な
り
射
程
な
り
に
つ
い
て
ご
教
示

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

田
中　

大
変
的
を
射
た
質
問
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
根
本
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
れ
タ
イ
ル
で
あ
れ
、
い
ず

れ
も
建
材
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
て
、
誰
が
負
担
す
る
に
せ
よ
取
付
け
に
費

用
が
掛
か
る
と
い
う
前
提
の
商
品
で
す
。

　

こ
れ
も
詳
し
く
ご
説
明
す
る
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
後
の
注

（
81
）
に
書
い
て
お
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
立
法
は
、
直
接
に
は
売
主
に

対
し
て
費
用
を
負
担
さ
せ
る
の
で
す
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
建
材
を
売
る

商
店
は
、
商
品
に
瑕
疵
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
値
幅
を
大

き
く
取
っ
て
高
い
価
格
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
結
局
は
さ
ほ
ど
の
不

利
益
と
は
な
ら
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
立
法
で
も
よ
い
、
と
い

う
こ
と
が
ド
イ
ツ
で
も
既
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
根
本
先
生
が
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
取
付
け
を
前
提
と
す
る
商
品
に
つ
い
て
は
、
費
用
を
価
格
に
転

嫁
し
て
売
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
逆
に
、
用
法
上
そ
う
い
う
費
用
が
か
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か
ら
な
い
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
価
格
転
嫁
と
い
う
こ
と
は
生
じ
ま
せ
ん
。

結
局
、
判
例
・
立
法
を
受
け
て
、
影
響
を
受
け
る
商
品
と
受
け
な
い
商
品
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

根
本　

今
の
田
中
先
生
の
ご
説
明
は
、
あ
る
一
つ
の
結
論
を
採
っ
た
と
き
の

後
始
末
と
申
し
ま
す
か
、
社
会
的
な
影
響
と
し
て
経
済
・
社
会
の
中
で
費
用

が
分
配
さ
れ
る
か
ら
そ
の
結
論
を
採
っ
て
も
結
果
と
し
て
は
構
わ
な
い
、
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

私
が
む
し
ろ
お
尋
ね
し
た
か
っ
た
の
は
、
契
約
を
結
ぶ
段
階
で
、
あ
る
事

柄
が
契
約
の
内
容
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

は
売
主
の
義
務
の
内
容
に
な
り
、（
売
主
の
帰
責
事
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）
追

完
の
対
象
と
な
る
、
と
い
う
論
理
と
の
関
係
で
す
。
や
は
り
契
約
内
容
に
取

り
込
ま
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
な
は
ず
で
、
そ
の
際
に
何
で
も
無
条

件
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
実
際
に
判
例
上
争
わ
れ
た
建

物
の
資
材
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
建
物
に
取
り
付
け
ら
れ
て
初
め
て
用
に

立
つ
と
い
う
性
質
を
持
つ
物
だ
と
い
う
こ
と
が
当
事
者
の
暗
黙
の
前
提
と
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
契
約
の
内
容
、
つ
ま
り
は
売
主
の
義
務
の
内
容
に

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
そ
の
よ
う

に
議
論
を
捉
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
肯
定
説
も
事
案
の
前
提
を

置
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
余
り
広
い
射
程
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
た
次
第
で
す
。

田
中　
〔
以
下
そ
の
場
で
は
、
取
り
付
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
物
を
取
り
付
け
た

場
合
も
含
む
、
と
い
う
不
適
切
な
内
容
を
答
え
た
も
の
の
、
連
邦
通
常
裁
判
所
〔
拙
著
二

三
五
頁
〕・
欧
州
裁
判
所
〔
拙
著
二
三
八
頁
〕・
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
三
項
の
法
文
〔
三

（
四
）、
拙
著
二
四
八
頁
〕、
い
ず
れ
も
目
的
物
の
「
用
法
に
従
っ
て
」
他
の
物
に
取
り
付

け
た
場
合
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
─
─
根
本
先
生
ご
指
摘
の
と
お
り
─
─
「
取
り
付
け

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
物
」
に
ド
イ
ツ
の
判
例
・
立
法
の
射
程
は
限
定
さ
れ
る
、
と
答

え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
た
い
。〕

根
本　

懇
切
な
ご
教
示
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
二
）
費
用
不
相
当
に
よ
る
売
主
の
追
完
拒
絶
権
（
追
完
請
求
権
の
限
界
）
と

損
害
賠
償
請
求
権

曽
野　

そ
の
よ
う
に
射
程
を
広
く
捉
え
る
と
、
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ

た
様
々
な
費
用
も
履
行
請
求
権
の
一
環
と
し
て
取
れ
る
の
だ
、
と
い
う
話
に

展
開
し
て
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

あ
り
ま
せ
ん
か
。

田
中　

こ
れ
も
ま
た
問
題
が
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
折
角
の
的
確
な

ご
指
摘
な
の
で
、
言
及
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
要
す
る
に
追
完
請
求
の
限0

界0

の
問
題
で
す
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
費
用
が
不
相
当
に
か
か
る
場
合
に
は
、

別
途
そ
れ
を
封
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
追
完
が
不
相
当
な
費
用
で
の
み
（nur 

m
it unverhältnism

äßigen K
osten

）
可
能
な
と
き
は
、〔
…
…
〕
こ
れ
を
拒
絶

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
四
項
が
追
完
請
求
の
拒
絶

権
を
規
定
す
る
、
と
い
う
立
て
付
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

曽
野　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
費
用
の
請
求
は
、
追
完
請
求
の
限
界
と
い

う
考
え
方
で
限
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
債
務
不
履
行
に
よ

る
逸
失
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

い
い
え
。大
上
段
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、大
ま
か
に
言
え
ば
、
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ド
イ
ツ
新
債
務
法
は
、
損
害
賠
償
を
含
む
債
権
総
則
の
部
分
に
は
、
さ
ほ
ど

手
を
加
え
て
い
な
い
の
で
す
。
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、契
約
各
則
の「
売
買
」

の
部
分
で
す
。
権
利
と
し
て
み
る
と
、「
追
完
請
求
権
」
と
い
う
も
の
が
、
買

主
の
一
般
的
な
請
求
権
と
し
て
導
入
さ
れ
た
、
と
い
う
点
が
最
大
の
新
し
さ

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
学
説
・
判
例
が
わ
っ
と
出
て
き

た
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
と
い
う
の
は
、
古
く
か
ら
あ
る

債
権
総
則
の
制
度
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
は
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
追
完
請
求
権
の
範
囲

0

0

や
限
界

0

0

の
話
も
、
損
害
賠
償
の
範
囲
と
は
全
く
無
関
係
で
す
。
つ
ま
り
、
追
完
請
求

権
の
範
囲

0

0

に
、
取
付
け
・
取
外
し
の
費
用
も
入
る
の
だ
、
し
か
し
、
そ
の
費

用
が
不
相
当
に
高
額
に
な
る
場
合
に
は
、
限
界

0

0

を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
ド

イ
ツ
民
法
四
三
九
条
四
項
の
規
定
に
従
っ
て
、遮
断
す
る
の
だ
、と
い
う
の
は
、

あ
く
ま
で
も
追
完

0

0

請
求
権
の
話
で
、
損
害
賠
償

0

0

0

0

請
求
権
と
は
制
度
的
に
は
無

関
係
で
す
。

吉
田　

今
の
点
の
確
認
で
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
、
タ
イ
ル
が
脆
く
て
天

井
か
ら
落
ち
て
き
て
子
供
が
怪
我
を
し
た
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
拡
大
損
害
は
、

こ
れ
が
契
約
拡
張
の
話
に
な
る
の
か
、
不
法
行
為
の
話
に
な
る
の
か
、
い
ず

れ
に
せ
よ 

過
失
や
狭
い
意
味
で
の
帰
責
事
由
を
要
求
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う

も
の
も
合
わ
せ
て
取
り
込
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

損
害
賠
償
の
問
題
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

は
い
。
そ
の
通
り
で
す
。

吉
田　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
一
三
）
ど
の
よ
う
な
取
引
を
念
頭
に
置
く
か
─
─
Ｃ
２
Ｃ
の
増
加
─
─

林
（
誠
）　

そ
れ
で
は
、
得
津
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

得
津
晶
（
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）
東
北
大
学
の
得
津
で
す
。
貴
重

な
ご
報
告
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
吉
田
邦
彦
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
に
、
私
も
、
ド
イ
ツ
は
も
っ
と
概
念
的
な
お
話
な
の
か
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
論
点
に
関
し
て
は
、
任
意
規
定
だ
か
ら
一
般
的
な
意

思
を
模
索
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
利
益
考
量
論
に
非
常
に
似
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
違
い
が
あ
る
点
が
気

に
な
っ
て
き
ま
す
。
─
─
根
本
先
生
の
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
─
─
ド
イ

ツ
民
法
四
三
九
条
三
項
の
条
文
は
、
普
段
取
り
付
け
な
い
物
で
も
、
追
完
で

認
め
る
と
い
う
話
で
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
を
無
過
失
で
も
認
め
る
日
本
法
で

す
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
場
合
に
よ
っ
て
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
に
関

し
て
は
、
一
般
条
項
の
調
整
は
あ
る
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、

原
則
と
し
て
給
付
保
持
を
基
本
的
に
認
め
、
売
主
側
か
ら
の
追
完
を
認
め
な

い
、
と
い
う
の
は
、
か
な
り
売
主
に
厳
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
日
の

例
で
す
と
、
ド
イ
ツ
は
石
こ
ろ
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
間
違
え
た
ら
許
し
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
─
─
私
の
中
で
は
ゴ
ル
フ
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
石
こ
ろ
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
大
し
て
違
わ
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
─
─
ゴ
ル
フ
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ

を
間
違
え
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
引
き
渡
し
て
も
売
主
は
追
完
で
き
な
い
。
瑕
疵
担
保

責
任
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
で
か
つ
て
黙
示
的
保
証
が
無
か
っ
た
時
代
に
、
買
主

注
意
せ
よ
、
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、
売
主
注
意
せ
よ
、
と
い
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う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
追
完
請
求
権
の
範
囲
の
問
題
に
関
し
て
は
、

欧
州
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
は
あ

く
ま
で
消
費
財
に
限
定
し
て
抵
抗
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
本
来

は
、
売
主
が
事
業
者
、
買
主
が
消
費
者
と
い
う
ケ
ー
ス
を
前
提
と
し
て
い
た

よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
も
、
最
終
的
に
、
二
〇
一
七
年
の
民

法
改
正
（
新
民
法
四
三
九
条
三
項
）
で
抵
抗
を
諦
め
て
一
般
法
化
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
売
主
が
事
業
者
で
な
い
ケ
ー
ス
で
も
適
用
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
も
、
─
─
日
本
の
ヤ
フ
オ
ク
や
メ
ル
カ
リ
の
よ

う
な
─
─
イ
ー
ベ
イ
な
ど
で
Ｃ
２
Ｃ
の
取
引
が
増
加
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
売
主
注
意
せ
よ
、
で
よ
い
の
か
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
日
本
の
追
完
権
の
議
論
を
全
く
知
ら
な
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
林
耕
平
先
生
の
ご
質
問
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
す
る
と
、
─
─
追

完
権
な
の
か
追
完
の
優
先
な
の
か
き
れ
い
に
分
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
─
─
、

日
本
で
は
、
一
律
に
売
主
注
意
せ
よ
で
は
な
く
、
も
う
少
し
バ
ラ
ン
ス
を
取

ろ
う
と
い
う
立
場
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
─
─
事
業
者
対
消
費
者
で
あ
れ
ば
事

業
者
を
懲
ら
し
め
て
や
ろ
う
と
い
う
観
点
が
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
─
─
一
律
に
売

買
契
約
だ
か
ら
「
売
主
注
意
せ
よ
」
と
は
し
な
い
操
作
可
能
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
ご
報
告
で
は
、
ド
イ
ツ
で

は
そ
の
よ
う
な
操
作
可
能
性
が
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も

大
丈
夫
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

Ｃ
２
Ｃ
が
増
え
て
も
ご
報
告
の
内
容
は
揺
る
が
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
Ｃ

２
Ｃ
で
は
何
か
変
わ
っ
て
く
る
の
か
。
た
と
え
ば
、
今
日
の
ご
報
告
に
あ
っ

た
一
般
条
項
的
処
理
が
活
用
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り
何
か

ご
感
触
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
中　

得
津
先
生
、
非
常
に
的
確
な
ご
指
摘
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

さ
に
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
日
の
報
告
に
は
全
く
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
ド
イ
ツ
人
の
論
文
に
は
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ド
イ

ツ
人
も
考
え
て
い
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
取
引
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
得
津
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
消
費
者
間
取
引
が
増
え
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
人
も
知
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
人
が
「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
が
通
信

販
売
で
問
題
に
な
る
、
と
言
う
場
合
に
も
、
人
に
よ
っ
て
念
頭
に
置
く
通
信

販
売
が
全
然
違
っ
て
お
り
ま
し
て
、
た
と
え
ば
、
古
い
教
授
で
あ
れ
ば
、
リ

ン
ゴ
農
家
に
電
話
し
て
お
上
さ
ん
が
リ
ン
ゴ
を
箱
詰
め
し
て
送
っ
て
く
れ
る
、

と
い
う
の
を
念
頭
に
置
く
の
に
対
し
て
、
若
い
人
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
に

全
自
動
で
な
さ
れ
る
の
だ
か
ら
異
な
る
物
の
給
付
自
体
が
あ
り
得
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
言
っ
た
り
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
人
の
議
論
を
聞
い
て
い
て
共
通
だ
と
感
じ
ま
す
の
は
、

い
か
な
る
態
様
の
取
引
が
存
在
す
る
に
せ
よ
、「
原
則
は
立
て
て
お
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
給
付
保
持
を
肯
定
す
る
か
否
定
す
る
か
原
則
は
立
て
る

べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
肯
定
説
あ
る
い
は
否
定
説
の
ど
ち
ら
か
を
一

応
は
原
則
と
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
、
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
共
通
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
取
引
の
態
様
や
さ
ら
に
目
的
物
と
給
付

さ
れ
た
物
と
の
価
額
の
差
な
ど
に
着
目
し
て
一
般
条
項
を
使
っ
て
解
決
を
す

る
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、─
─
ド
イ
ツ
人
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
─
─
原
則
を
立
て
て
お
き
た
い
、
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と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
日
本
法
解
釈
に
つ
い
て
─
─
ド
イ
ツ
人
と
同
じ
よ
う
に
─
─

一
応
肯
定
説
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
す

べ
て
が
解
決
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
現
在

の
わ
れ
わ
れ
も
想
定
で
き
な
い
取
引
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
異
な
る
物
の
給
付
保
持
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
で
判
例
が

早
く
出
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
議

論
が
改
め
て
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
を
見
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
取
引
態
様
は
色
々
あ
り
得
る
け
れ

ど
も
、
ド
イ
ツ
人
は
原
則
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
形
で
お

答
え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

得
津　

ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

一
般
条
項
に
よ
る
処
理
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

田
中　

は
い
。

林
（
誠
）　

は
い
、
そ
れ
で
は
、
他
に
ご
発
言
の
あ
る
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
四
時
近
く
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

あ
る
方
が
い
れ
ば
一
名
か
二
名
と
い
う
と
こ
ろ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
…
。
そ
れ
で
は
、
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
本
日

の
研
究
会
は
、
そ
ろ
そ
ろ
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
今
日
ご
報
告
い
た
だ
い
た
、
田
中
先
生
に
─
─
い
ま
得
津
先
生
が
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
─
─
反
応
ボ
タ
ン
あ
る
い
は
画
面
を
オ
ン
に
し
て
─
─
音

は
聞
こ
え
ま
せ
ん
が
─
─
盛
大
な
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
拍
手
）

田
中　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
田　

質
問
で
は
な
い
の
で
す
が
、
論
文
の
よ
う
な
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
是
非
北
大
の
紀
要
に
載
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

討
論
を
含
め
て
売
買
法
の
中
心
課
題
に
関
わ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
ド

イ
ツ
の
最
先
端
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
部
分
も
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
で
き
れ
ば
お
願
い
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
林
さ
ん
と
こ
の
点
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
当
は
、
食
事
で
も
し
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
裏
話
な
ど
も
お
聴
き
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
そ
れ
も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
は
札
幌
に
来
て
も
ら
っ
て
、
議
論
で

き
れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

田
中　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
も
、
千
葉
・
東
京
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
（
誠
）　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
ご
自
由
に
ご
退
室

を
お
願
い
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
私
の
方
で
、
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

以
上


